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議長（藤原健祐君） 

   おはようございます。ただいまの出席議員数は、13 人です。 

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

日程第１、一般質問を行います。 

昨日に引き続き、一般質問を行います。 

１番、下川芳樹君の発言を許します。 

１番（下川芳樹君） 

   皆さん、おはようございます。１番議員の下川芳樹です。議長の

お許しを得て、通告に従い４点の質問をいたします。 

   質問の前に、先月の２月 27 日に黒岩地区で実施されたファシリ

テーター研修に参加し、私が感じたまちづくりのあり方について、

一言所見を述べさせていただきます。２年前より行われているこの

研修には、チーム佐川推進課の呼びかけで、町内各地区の住民の皆

さん、町職員の皆さんなどが参加し、地域での話し合いを、気軽に

楽しく、中身濃く実施するための学習や実践活動を行いながら回を

重ねてまいりました。 

   講師を務める会議ファシリテーター普及協会の代表釘山先生と

副代表の小野寺先生からは、毎回、楽しく愉快に学べるひとときを

体験させていただいております。今回行われた黒岩地区楽しいまち

づくりサロンが、中級編の最後の研修だということで、私もこれま

で学んだことを生かしつつ、地元住民の皆さんとともに、黒岩地区

集落活動センターの将来像について、積極的な話し合いに参加させ

ていただきました。 

   このサロンでは、黒岩らしい遊び心を交えたアイデアがたくさん

提案され、拍手と笑顔、ちょっとお笑いを交えた先生方の進行は、

参加された皆さんを、元気で明るく包み込むような雰囲気でいっぱ

いとなり、３時間半の研修時間がとても短く思われました。 

   私は、このサロンで、黒岩地区や他の地区から参加された住民の

皆さんと町職員の皆さんが、同じテーブルに出された課題を共有し、

それぞれの持つ個性や能力、感性を遺憾なく発揮しながら協力して

答えを見つけ出していくその姿に、行政と住民の協働による佐川の

まちづくりの未来を見ました。 

   町内それぞれの地域で、このようなサロンが開催され、行政と地

域が１つにつながる人の輪が広がれば、新しい総合計画の実現も、
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容易に進んでいくものだと強く感じました。今後もこの研修を継続

され、そこで学ばれた多くの住民の皆さん、職員の皆さんが、地域

のサロンに参加され「チームさかわ まじめに、おもしろく。」を実

践しながら、まちづくり、地域づくりが前進するよう大いに期待を

持って質問に入りたいと思います。 

   初めに、新しい総合計画を実現するための集落活動センターへの

支援、推進体制についてお尋ねをいたします。 

   平成 25 年 10 月に、町議会議員として選んでいただいた私にとっ

て、その年の 12 月議会定例会は、忘れることのできない議員人生の

第一歩でした。役場職員として行政に長くかかわってきた経験から、

初めての定例会では、行政力と住民力が弱まる中で支援を求める人

たちが増えている。これを解決するには、行政と住民がまちづくり

に対する意識を改革し、協働することである。そのための住民の拠

点を、地域ごとに整備する必要があるのではないか。との質問をい

たしました。 

今後の佐川町を安定して継続していくためには、住民と行政によ

る協働のまちづくりが最も重要な施策であり、地域住民、行政職員

双方にとって大きなメリットを生む、将来を見据えた取り組みであ

るとの考えからでした。 

   町長、健康福祉課長からは、拠点となる施設の必要性を十分に認

識され、バランスのとれた拠点の整備を長い目で取り組んでいきた

い、とのお答えをいただきました。 

あれから２年余り経過した現在、尾川地区では、集落活動センタ

ー及びあったかふれあいセンター、斗賀野地区では、あったかふれ

あいセンターが開所し、地域住民による活動が大きな力となり、地

域全体が前進しつつあります。さらに、斗賀野、黒岩、加茂地区で

の集落活動センターについては、拠点施設の建設とあわせて、平成

28 年度中の開所に向けた行政と地域住民の取り組みが進んでおりま

す。 

バランスのとれた拠点の整備を、長い目で取り組んでいきたいと

のことでありましたが、佐川地区以外の４つの地区で、早期の拠点

整備が進んだことについては、町長を初め担当課職員の皆さんによ

る積極的な取り組みによるものだと強く感謝しております。 

今後は、この拠点を活用し、地域住民が自分ごととして地域の発

展を目指す取り組みを進めていくこととなりますが、住民だけの取
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り組みでは協働のメリットが十分に発揮されません。行政との協働

の取り組みを実現するためには、行政職員と住民が同じ目線で課題

を共有し、ともに協力し合っていくための話し合いの場が必要です。 

そこで、お尋ねをいたします。初めに、新年度から始まる第５次

総合計画を、住民との協働で推進するためには、地域の拠点である

集落活動センターやあったかふれあいセンターとの連携が不可欠で

あると考えます。地域とともにこの計画を進めていくための、地域

に対する支援や行政の考える推進体制について、お答えをいただき

たいとお思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   おはようございます。下川議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

   まず、総合計画の中に明記しております集落活動センター事業に

ついて説明をさせていただきます。昨年 12 月の定例会で可決をい

ただきまして策定をいたしました第５次佐川町総合計画の中で、主

な事業としまして、施策の 38、支え合い、助け合いのネットワーク

の推進の中で、集落活動センターやあったかふれあいセンターなど

を活用した誰でも集える場の整備と明記をさせていただいており

ます。 

   これは佐川町の目指す未来像、「チームさかわ まじめに、おもし

ろく。」のもと、私たち一人一人が、町民の皆様も役場の職員も、み

んながチームとなり、まちづくりに取り組んでいく協働の根幹とな

る部分であると考えております。施設整備などのハード整備はもと

より、集いの機会や仕組みづくりなど、ソフト面につきましても整

備をしていくこととしております。 

   その中でですね、集落活動センター事業は、地域の皆様が主体と

なって、それぞれの地域資源を生かしながら、地域の活性化に向け

て総合的に取り組んでいく事業であります。もちろん、主役は住民

の皆さんであるということが大前提ですが、地域活動を発展的に続

けていくために住民の皆さんや関係機関と連携をとりながら、主体

的に行動ができる人材が必要であるとも考えております。 

   現在、県内にはですね、19 カ所の集落活動センターが活動を実施

しております。その中で、研修会など、それぞれのセンターの取り

組みをうかがう中で、やはり施設に駐在し、中心的に活動に携わる

人材が必要であるということで、活動の幅も広がり、充実するもの
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だと感じております。 

   そのため、国の制度であります集落支援員制度などを活用し、集

落活動センターを拠点として、地域の皆さんと一緒に取り組んでい

く人材の確保を行うことが重要だとも考えております。 

   また、平成 25 年度に開所しました尾川地区の集落活動センター

と、来年度開所予定の黒岩、加茂、斗賀野地区の３地区の集落活動

センター間におきましても、やはり連携が必要であると。町内の連

携で、各センター４カ所の集落活動センターの連携が大切であると

考えておりますし、役場の職員の中でですね、地域担当職員の導入

につきましても検討していき、より地域に密着した体制をつくって

いきたいと考えております。 

また、町内の小学校、中学校、高校や県内の大学にも御協力をい

ただき、集落活動センターでのイベントや授業など、さまざまな場

面で連携を広げていき、地域の皆様にはもちろん、地域外の方々に

も興味を持っていただくような魅力的な集落活動センターになるよ

うに、佐川町としても支援をしていきたいと考えております。以上

です。 

１番（下川芳樹君） 

   担当課長から適切なお答えをいただきました。新しい集落活動セ

ンターにおいては、その住民活動の支えとして集落支援員を配置し

ていく。また、地域担当職員の配置についても考えているというふ

うなお答えであったと思います。 

   私も、職員の地域担当制度、これは大変重要だというふうな認識

を持っております。これまでの議会において、議会議員研修として

訪問した鳥取県での取り組みや、愛媛県内子町での取り組みなど、

職員の地域担当制度を導入することで、まちづくりや地域の活性化

に成果を上げている自治体の事例をお話ししてまいりました。 

   また、昨年の６月議会では、松浦議員から制度導入への質問があ

り、本町にあった地域担当職員制度の導入をしていくことを、各課、

局、庁議の中で検討していきたいとの執行部の考えも示されており

ます。せっかく地域に拠点ができても、行政と住民の考え方や意識

に違いがあっては意味がありません。 

また、新しい総合計画を進めていく上で、総合計画に熟知した町

職員が情報や課題を提供し、住民目線で一緒に考えていく話し合い

の場を地域の拠点につくらなければ、チームさかわの日をせっかく
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つくったとしても、一部の住民の皆さんによる課題の共有で終わっ

てしまうと思われます。 

   質問の前に所見で延べさせていただいたサロンの話でございま

すが、私はこのサロンで、黒岩地区や他の地区から参加された住民

の皆さんと町職員が同じテーブルに出された課題を共有し、それぞ

れの持つ個性や能力、感性を発揮しながら協力して答えを見つけ出

していくその姿に、行政と住民の協働による佐川のまちづくりの未

来を見たと申し上げました。 

   サロンに参加された町職員のように、各地域の拠点で住民と同じ

テーブルに座る地域担当の職員がいるならば、行政と地域が１つに

つながる人の輪が広がり、新しい総合計画の実現が容易に進んでい

くと思われます。 

   ことしは、新町制 60 周年を迎えた記念の年です。佐川町の新たな

取り組みとして、また新しい総合計画を住民と職員でともに進めて

いく手法として、職員と十分に協議をされながら、地域担当職員制

度の導入を早期に図っていただきたいと考えますが、いかがでしょ

うか。 

町長（堀見和道君） 

   御質問いただきましてありがとうございます。改めましておはよ

うございます。 

   下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。地域担当制と

いうことで御質問いただきました。ことしの１月の役場の中での拡

大庁議におきまして、係長以上、課長補佐、課長、集まって拡大庁

議を行いました。その中でも、職員のワークショップの中から地域

担当制を敷いたらいいんではないかという意見が出ました。前向き

に、そういうふうな意見を出してくれる職員が多かったということ

を、すごくうれしく思っております。 

   庁議の中で、私が幹部の皆さんにお伝えしたのは、28 年度中の庁

議の一番大きな課題として、地域担当制をどのような形で取り入れ

ていくのか。１年間かけてしっかり協議をして結論を出していくの

か。人を、それぞれの地域に配置をするのか、配置をしないのか。

日常は庁舎で仕事をしながら、定期的に訪問するような形をとるの

か。人数はどうしたらいいのか。保健師さんはどうしたらいいのか。

それぞれ地域によって、集落活動センター、活性化の取り組みや地

域を守る福祉、地域の福祉の観点での取り組みも必要になってきま
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すので、どのような地域担当制を敷くのがいいかっていうことを慎

重に進めていきたいなぁと思ってます。 

   これ、私のほう、もしくは副町長、上のほうからこういう形で地

域担当制をやりますというふうに言うと、それは押しつけられ感が

出ますので、しっかりと幹部職員の中で議論をして、主体的な意見

を出してもらった上で、佐川町らしい地域担当制を検討したいと、

考えたいと、いうふうに思っております。１年間かけて、しっかり

と庁議の中で議論をして決めていきたいと思っておりますので、御

了承をいただきたいというふうに思います。以上です。 

１番（下川芳樹君） 

   前向きな回答をいただきました。前向きに考えていく、28 年度１

年間かけて考えていく。職員同士の話し合いの中で、前向きに考え

ている職員が多かった。そういう町長からの答弁でございました。

しっかり職員の皆さんと話し合いながら進めていくっていうこと

は、すごく大切なことであると思います。 

   町職員というのは、役場という組織で働く労働者であると同時に、

地域で暮らす町民の１人でもあります。町から専門職として報酬を

もらい行う仕事と、無報酬であるが、地域のため自分のために行う

活動の両面があります。 

私も、職員のときに地域活動に参加すると、お前は給料もらって

参加しているんだろうとか、参加することが当たり前だとか、参加

した活動に関係のない行政に対する苦言であったり、不満であった

り、要望など、たくさん耳にしたことを思い出します。このときの

プレッシャーが、仕事以外では地域に出たくないと感じることもあ

りました。 

24 時間全て町民に捧げる公僕としての生き方を選択される心の強

い職員の方もいらっしゃるかとは思いますが、地域住民として参加

したときには、同じ住民として対等な立場で話し合いに参加するこ

とでよいのではないでしょうか。 

話し合いの過程の中で、住民の皆さんにも公私の区別を理解して

いただき、職員としての能力が地域に必要であるというふうな認識

を住民の皆さんにも持ってもらえる、そういう話し合いの場となろ

うかと思います。 

せっかく入られた役場ですから、町民のため自分のためによい町

をつくっていくほうが得策であると思います。元気に明るく頑張っ
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ていただきたいと思います。私も、地域住民の１人として、皆さん

を応援したいと思います。ということで、元気に明るく、この質問

は終わりたいと思います。 

次に、健康増進と介護予防への早急な対策について、お尋ねをい

たします。 

右肩上がりの国民健康保険料や後期高齢者医療保険料、介護保険

料、これらを抑制するためには、早急に健康増進と介護予防に取り

組むことが重要です。毎年上がる保険料は、被保険者の生活を圧迫

するだけでなく、保険者である町の財政も圧迫します。特に、年金

受給者である高齢者は、収入が限定されていることから、生活への

影響が顕著に見られております。保険料抑制への対策の必要性につ

いては、これまでも何度か質問をいたしました。これらに係る問題

点と具体的な対策について、現在、町が考えている取り組みの状況

をお聞かせいただきたいと思います。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   おはようございます。下川議員からの御質問にお答えいたします。

まず、健康保険あるいは後期高齢者保険、それから介護保険、こう

いったところの財政につきましては、右肩上がりに保険料が増加し

ているということでございますけれども、基本的には、例えば介護

保険の場合でおきますと、この平成 27 年度からの保険料について

は、月額、基準額ですけれども 5,942 円ということで、前回、前期

の計画から合わせましては 800 円以上の増加となっております。 

   やはり高齢化社会ということで、65 歳以上の方が増加していると

いうことで、介護保険料についても増額せざるを得なかったという

のが大きな要因だというふうに思ってます。 

   ただ、今後についても高齢化社会を迎える中で、どんどんどんど

ん保険料が右肩上がりに上がっていくということについては、町の

財政もそうですし、一般の住民の方々にとっても負担が大きいとい

うことで、これを何とか、上がるにしても緩やかにしていく方策と

しては、やはりおっしゃる介護予防、健康増進、健康づくり、これ

に重点を置かなければならないというふうに考えております。 

   現在、佐川町、特に健康福祉課においては、今、計画を立ててお

ります健康増進計画、それから食育推進計画、これにのっとって、

各種取り組みを進めております。 

   区分で言いますと、例えば食生活、それから運動、それから健診・
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疾病予防、それから心の健康ということで、４つの柱をそれぞれで

取り組みを具体的に進めているところでございますが、なかなか町

全体として、町民一人一人の健康づくりに積極的にかかわっていた

だくというところまでの機運がまだまだではないかなぁというふ

うには思っております。 

   そういったところで、この健康増進計画については、来年度、28

年度見直しをして、29 年度からの第２期の取り組みがありますので、

28 年度、今までの取り組みの検証と、それから今後どういうふうに

していくかということは具体的に対策を考えていきたいと考えて

おります。 

   ただ、今、課の中でも検討している中ではですね、例えば、働き

世代、40 歳 50 歳、それから退職後間もない 60 歳代の方々に対する

健康に対する意識、そういったものをどういうふうに啓発していく

か、そういったところがやはり将来的な介護予防、医療費の抑制に

直接つながるであろうというところで、そこにやはりターゲットを

絞っていってはどうかという話をしております。 

   もう１つ、具体的な取り組みとしても今年度、これは特定健診で

すけれども、受診率アップということで 40％を目標に掲げて、町民

課、それから健康福祉課、高北病院で、三課を中心にしてプロジェ

クトチームを組んで対策をとってまいりました。年度末の結果を見

てみないとわかりませんけれども、おおよそ 40％前後の達成率を確

保できるんではないかなぁというふうに考えてます。 

   これをさらに 28 年度、向上さしていくためには、やはりこの特定

健診の受診率だけでなくって、その後の健康づくり、受診を受けた

後の自分自身の健康に対する啓発といいますか、取り組み、こうい

ったものもどういうふうにしていくか、これは健康福祉課の仕事の

中心になると思いますけれども、そういったところを保健師を中心

にどういうふうにフォローしていくか。   

   あとは、特定健診の受診率の引き続きアップに向けても、関係団

体、役場だけでなくって、いろいろな職域団体ありますので、そう

いったところに積極的に入って呼びかけていくということも考え

ていきたいと思っております。 

   あとは、これは高知県が取り組みますが、来年度後半からですね、

健康パスポートという取り組みを高知県全体でやることになって

おりますので、佐川町におきましても、これは前々からも質問、少



 

161 

 

しあった部分でありますけれども、自分自身が健康づくりに積極的

に取り組むために、パスポートを取得してポイントをためて、楽し

みながら健康づくりができる。それから、ポイントがたまったら何

かこう、特典が与えられるというふうなことでございますけれども、

これも佐川町としましても積極的に参加をしていきたいと思って

おります。 

   あとは、もう１つ考えられるのは、健康づくりの一貫としてウォ

ーキングを取り組んでおります。地区で、今は地区のイベントとし

て中心でウォーキングを取り組んでおりますけれども、これを町全

体の取り組みとして何かできないかということで、例えばでありま

すけど、ねんりんピックで佐川町はウォークラリーというのをやり

ました。そういうのも、実績も生かしながら、まちづくりの１つと

して、それから観光資源、そういったものも絡めながらウォーキン

グのまちづくりというのも中長期的に取り組んでいきたいなぁと

いうふうなことで、今、健康福祉課の中で、そういう話をしており

ます。 

   あとは、介護予防の分についても、今あるふれあいサロンである

とか百歳体操であるとか、そういったところの充実も図っていかな

ければならないと。それからスポーツを通じて、これは一生涯のス

ポーツを通じて健康づくりも充実させていきたいというところで、

関係課、健康福祉課だけでなくって、関係課を中心として話をしな

がら、それからまちづくりにつながるように、こういったことを考

えながら、28 年度、具体的に取り組みを進めていきたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

１番（下川芳樹君） 

   詳しい説明をいただきました。これまで取り組んできた流れと申

しますかその流れを継承していく、また計画については見直しをか

けながら、問題点であったり課題を整理をしていくというふうな行

動を起こしていくというふうに理解をいたしました。   

   また、特質的な部分としては、地域とともに健康づくりを行う事

業の１つの健康の輪を広げよう事業、地域でウォーキングに取り組

んでいる、また過去に行いましたねんりんピックのウォークラリー、

このイベントを町として定着させていく、これらの活動を通じて町

全体で健康づくりのムードを盛り上げていくような取り組みに進

めていくというふうな御意見もいただきました。 
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   これまで取り組んできた事業、それから地域での活動が、今一歩

前へ進んでいない、いうふうなところに、何が問題である、何が課

題であるっていうふうなところがあろうかと思います。今まで取り

組んできた活動に、少し工夫を加えて、例えば、ウォーキング。地

域とともに、地域住民とともに取り組みを進めているウォーキング

に、大学の地域活動、こういうものを結びつけて地域の住民の皆さ

んと連携をしながら、健康づくり教室などに取り組んでいく。 

また、介護予防については、現在開所しているあったかふれあい

センター、また、まだ開所されてない地域への開所に向けての働き

かけ、こういう活動を通じて、やはり今の保険行政の現状っていう

ものを地域の皆さんにしっかり伝えていく、どれだけ医療費がかか

り、どれだけ負担が増えている、そのためには何をしなければなら

ない。そういう認識を皆さんと一緒に共有していく、こういうこと

が大変重要ではないかというふうに思います。 

先ほど来お話をしておりますその地域住民との協働の取り組みっ

ていうところでは、集落活動センターの支援、また総合計画の推進、

これと重なり合う部分として、やはり健康づくりもあります。住民

と課題を共有する働きかけを進めていけば、地域にも変化が見えて

くるというふうに思います。 

幸せな町、幸せイコール健康であるというふうなことですから、

小さなことからこつこつと、と漫才をされる方もおっしゃっており

ましたが、地域の課題を共有し、住民を巻き込んだ取り組みを進め、

住民の皆さんにしっかり情報を提供し、共有する町職員が町ぐるみ

で、町民ぐるみで活躍できるような体制づくり、意識づくりを、ぜ

ひ考えていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。議員おっしゃるとおり、今までの取り組みを

振り返って、総括しながらですね、いわゆる単体単体の取り組みの

部分も多かったと思います。今までの取り組みを、例えば複数絡め

ながら、それから新しい視点を、まちづくりの視点を取り入れなが

ら、みんなが、こう楽しみながらやっていける、それでいて、やは

り基本的なその問題というものも、住民の皆さんと共有しながら、

どういうふうに行動していくことが町の将来のためになるのかと

いうことも、きっちり話をしながら取り組みを進めてまいりたいと

思っております。 
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１番（下川芳樹君） 

   よろしくお願いをいたします。来年度より、健康福祉課の業務体

制が変わると伺いました。現在の地域包括センターを廃止し、新し

くかわせみ相談室を設置されるとのことです。健康づくりに関して

は、大変、業務を多岐にわたり必要とする内容であろうと思います。

これに、新しくかわせみ相談室という組織ができていくというふう

なことで、課全体の力が弱まっていくんじゃないかというふうなこ

とも心配されますが、その点についてはいかがでしょうか。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。かわせみ相談室の設置につきましては、この

十数年、いろいろな社会的な変化であるとか、それから個別相談に

関しましても、個別の支援に関しましても、複雑多岐にわたる事例

が多く見られます。 

そういった中で、今、特に保健師については、業務分担制という

ことで生活応援係、それから包括支援センター等に配置をされてお

ります。それを、かわせみ相談室の中に、一定集約をしながら、個

別支援にも連携して対応できる体制をとる。それから健康づくりに

つきましても、一貫して、赤ちゃん、子供からお年寄りまで一貫し

た取り組みの中で進めていくということで、これは充実をしていく

という方向で捉えていただきたいと思ってます。 

１番（下川芳樹君） 

   組織の中身を変えていく、それは時代の背景であったり変化であ

ったり、そういうものに対応していくための前向きな活動であると

いうふうに捉えてよろしいでしょうか。 

   皆さんは、男性トイレの前に張ってある標語を見たことがあるで

しょうか。一歩前に、そのように書かれた張り紙でございます。一

歩前にとは言いません、半歩でも結構です。トイレの前だけでなく、

行政の取り組みとして前に進むことを御期待いたしまして、この質

問は終わりたいと思います。 

   次に、佐川町における地域おこし協力隊の役割について、お尋ね

をいたします。 

   町長の行政報告では、平成 28 年度の主要事業として、自伐型林業

の推進と実践に 12 名、観光振興に２名、分野を超えた総合支援に１

名、農業担い手候補生に２名、佐川ものづくり大学の運営に４名、

計 21 名の地域おこし協力隊の活用を計画されております。 
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   佐川町で活躍する地域おこし協力隊の業務内容とその目的、これ

までの活動状況と新たな取り組みについて、お答えをいただきたい

と思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   下川議員の御質問にお答えをさせていただきます。下川議員も先

ほど、質問の中にありましたが、佐川町ではですね、平成 23 年度よ

り隊員の採用をしておりまして、現在 11 名、11 名が着任し、来年

度からは自伐型林業に３名、農業振興に２名、ものづくり大学に４

名、総合型で１名ということで着任をしていただく予定となってお

ります。 

   まず、現在着任している 11 名の内訳を分野別で言いますと、自伐

型林業に９名、観光振興に２名となっております。地域おこし協力

隊の役割につきましては、地域に移住してですね、地域ブランドや

地場産品の開発、販売、ＰＲ等の地域おこしの支援や農林水産業へ

の従事、住民の生活支援など、地域協力活動を行いながら、その地

域への定住、定着を図る取り組みをすると、総務省の制度概要にも

ありますとおり、現在、自伐型林業と観光に従事をさしていただい

ております。今後、自立して定住できるように活動をしている状況

であります。 

それと、これまでの活動につきまして、まず私のほうからですね、

観光振興業務の内容について説明をさせていただきます。観光振興

の２名につきましてはですね、昨年の９月に採用をしまして、現在、

さかわ観光協会のほうで業務を行っております。観光地における飲

食店の業務と情報発信を主な業務としておりまして、少しずつでは

ありますが、関係機関の方々にも知っていただき、業務や地域に慣

れつつあるという状況です。 

また二人の業務内容につきましては、いずれも今後の上町観光を

考える上で重要な業務となりますので、現場の仕事を通じてですね、

業務に精通し佐川の地域おこしのために頑張っていただきたいと考

えております。また町としましても、業務以外にもサポートしてい

るというような状況です。 

自伐型林業の活動につきましては、担当課長のほうが、説明があ

ると思いますので、よろしくお願いします。 

産業建設課長（渡辺公平君） 

   おはようございます。私のほうからは、地域おこし協力隊、その
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中で自伐型林業につきまして御答弁申し上げます。 

   自伐型林業チームの業務内容でございますが、自伐型林業を実践

するための、必要な技術の習得、自伐型林業の普及・啓発、これを

行ってございます。これは、町内で自伐型林業を普及していく上で、

実践的なリーダー的存在となり、町内に定住していただき、地域と

林業の担い手になっていただきたいという思いからでございます。

また、多くの方に森林や林業について興味を持っていただくための

普及・啓発活動は、地域のイベントに参加させていただいたり、学

校などの要望により林業に関係する体験イベントを行うというこ

とを行っております。 

   また、あすの３月９日には、子供たちにもっと山や木の大切さを

伝えたいと、このような協力隊員からの提案があり、黒岩保育所の

園児を対象に、新築する黒岩保育所の柱づくりを通じた体験イベン

トを行う、こういったことを通じて地域の子供たちともふれ合い、

森林の大切さに関するイベントなんかを参加してやっておるとこ

ろでございます。 

１番（下川芳樹君） 

   地域おこし協力隊の活動について、詳しく説明をいただきました。 

   次に、町長にお尋ねいたします。 

   佐川町における地域おこし協力隊の取り組みは、新たな事業への

挑戦により、産業の振興、定住対策、地域の活性化など多くのメリ

ットを生み出すきっかけになるものであると確信をしております。

しかし、その活動が十分に、地域や住民に伝わっていないのが現状

であると思われます。 

   確かに、町の広報やＰＲ活動、一部の分野での知名度は上がって

きておりますが、全体のものにはなっていないと感じているのは私

だけではありません。もう一歩前に踏み出して、地域住民とのかか

わりをつくり、地域の住民側と協力隊の隊員個々の意思疎通を図る

ことができれば、この取り組み自体、大いに意義深い内容となるの

ではないでしょうか。お考えをお聞かせください。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。一番最初の質問のときに下川議員が、

役場職員が地域の活動に出てこないと。出てきても、役場職員が、

っていうお話があって、ちょっと、気持ち的にっていうお話があり

ました。協力隊員につきましても、今、役場の特別職という立場で、
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今、仕事をしてもらってます。 

その中で、地域のまちづくりサロンに参加をしたり、中には消防

団団員になって活動をしている者もいます。それぞれが、それぞれ

の立場において、一生懸命、地域における活動もやっていただいて

ると思ってます。こうしなければいけないとか、こうすべきだって

いうことを、すごく大上段に構えて押しつけるとですね、今の活動、

新しい土地に来ての活動でも一生懸命な状況であります。それ以上

に何か、もっとこうしてくれ、ああしてくれっていうふうに求める

と、かなりの精神的な負担になりますので、今のスタンスで、少し

様子を見ていただければなぁというふうに思っております。 

   町としては、広報や、いろいろな場面で、地域おこし協力隊の活

動、採用状況については、話を精いっぱいさせていただいてるつも

りですので、ぜひ、下川議員には御理解をいただきたいというふう

に思います。以上です。 

１番（下川芳樹君） 

   町長から、いろいろな場面で、それぞれの立場に合った取り組み

が進められていると。余り押しつけになるような取り組みになれば、

かえって萎縮をしてしまうような部分もあろうかと思われる。その

ようなお話でございました。 

   確かに、十分に理解できる内容であろうと思います。ただ、定住

をして長く佐川町のために活動していただくっていうふうなこと

になるならば、やはり、定住した地域の皆さんと一緒に地域づくり

を進めていくっていうふうなことが一番、こう定住しやすい内容に

つながるのかな、人間関係っていうものが、今後定住していく上で

ものすごく大切なことじゃないんかなっていうふうに思います。 

   強制、それから押しつけっていうふうな形にならないような部分

で、例えば、その住民の皆さんと地域おこし協力隊の皆さんが、こ

う、かかわれる機会を生み出していく、そういうふうな場面をつく

っていくって言いますか、そういう形の取り組みというものも、時

間をかけてつくっていくことも大切かなというふうに思います。 

   将来に向けたよい方向で、お考えをいただいていかれますように

お願いをいたしまして、この質問は終わりたいと思います。 

それでは、最後の質問です。 

霧生関公園（仮称）への事業計画について、お尋ねをいたします。 

霧生関公園へのヘリポート設置については、新しい事業計画を実
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行するための新たな用地の取得や、それに伴う開発行為の変更など

により、１年間の事業延期となっておりました。今議会の平成 28 年

度一般会計当初予算案で、霧生関公園（仮称）建設事業として、ヘ

リポート及び附帯施設の整備に係る委託料、工事費など２億 6,694

万９千円が計上されております。昨日の片岡議員からの質問と重複

するとは思いますが、本年度におけるこれまでの取り組み経過と平

成 28 年度事業計画の内容についてお答えをいただきたいと思いま

す。 

産業建設課長（渡辺公平君） 

   お答えいたします。霧生関地区につきましては、まず、ヘリポー

トを整備することを目指しておりました。その後、国の指針が出さ

れました。これは南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に

関する計画、これが出されまして、この計画に基づきまして自衛隊

や消防隊、消防救助隊、また警察災害派遣隊が宿営できる場所、さ

らに大型ヘリが離着陸できる緊急ヘリポートを加えました面積を

確保するために、少しだけ区域を広げて、今回、計画策定に至った

ところでございます。 

   計画策定に合わせまして、御案内のとおり本年度は土地計画法及

び森林法の手続を行ってまいったところでございます。土地計画法

につきましては、現在許可を得ております用途が、変更になると。

このことから土地計画法の許可は不要となるということがわかり

ました。このことから、現在の許可は廃止することとしてございま

す。廃止する時期につきましては、来年度の予定であります。 

   一方、森林法につきましては、区域の拡大に伴う変更協議を本年

度行っておるところでございます。また、開発行為により、国道 33

号にかかる敷地の工事が、一部必要になりますので、この工事につ

いて、国道の管理者と協議を進めております。 

   次に、平成 28 年度の予定でございます。28 年度造成工事に着手

いたします。造成工事により完成する広場の面積は、２万 1,600 平

方メートルで、先ほど申しました自衛隊の大型ヘリも離着陸できる

ヘリポートのほか、自衛隊や緊急消防救助隊、警察災害派遣隊など

の宿営地を想定した広場を整備し、あわせて水道も引き込むような

計画となっております。必要となる工事期間は、約 10 カ月を想定し

ておりまして、竣工は来年度末を予定しておるところでございます。

以上でございます。 
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１番（下川芳樹君） 

   工期 10 カ月ということで、28 年度中には完成を目指すというこ

とでよろしいでしょうか。 

   本工事は、昨年 12 月定例会で私のほうが質問さしていただきま

した。長竹川への影響が心配されます。造成地の排水対策に十分配

慮をされ、適切な工事を行っていただけますよう要望いたしまして、

お答えは結構ですので、私からの質問は終わりたいと思います。 

議長（藤原健祐君） 

   以上で、１番、下川芳樹君の一般質問を終わります。 

引き続き、８番、中村卓司君の発言を許します。 

８番（中村卓司君） 

   おはようございます。本日の２番目の質問ということで、８番議

員中村卓司でございます。議長のお許しをいただきましたので、平

成 28 年の３月の議会の質問をさせていただきたいと思いますが、

例によりまして少しだけ、皆さんと同様に所見を述べさせていただ

きたいと思います。 

   ３月議会になりますと毎年思い出すのが、５年前の 3.11。ちょう

ど休憩中の時間でございまして、元の議員さん、青木さんから電話

がありまして、議会どころじゃないぞ、と。テレビを見てみよ、と。

大ごとになっちゅう、ということで、休憩時間中でもございました

ので、テレビを見たところが、大変だったというふうな思いをする

時期の３月議会でございますけれども。今でも、震災で亡くなられ

たか行方不明の方もたくさんおられます。１日も早く見つかってで

すね、埋葬ができて、幸せなもとの生活ができますことを心よりお

祈りをいたしたいというふうに思ってございます。 

   私たちが暮らす高知県にも、だんだん災害の訓練の中での御挨拶

とか、そして 60 周年記念の町長の挨拶にもありました。近々起こり

得るであろうという南海大地震にも、備えなくてはならないという

ふうなことを、改めて思い起こす時期でございます。 

   そういった時期の中で、10 年。総合計画が、第５期の総合計画が

スタートする議会でもあります。この計画の中にはですね、たくさ

んの事業が盛り込まれておりまして、今までの実施されたよい点は、

ますますですね伸ばしていき、新しい事業にも果敢にチャレンジを

しようという計画でもございます。 

   しかし、新しい事業をするとなりますと、なかなかですね、いろ
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んな問題そしてアイデアに対しても、私はよく申し上げますけども、

アイデアキラーいうことで、事業に支障を来すようなことがあるよ

うでございますけれども、執行部の皆さんについてはですね、しっ

かりこれを乗り越えていく義務といいますか責任もあろうかと思

いますので、そのことを肝に銘じながら、執行部の皆さんは幸せな

まちづくりのためにですね、奮闘をしていただきたいというふうに

思ってございます。 

   私自身も、アイデアキラーというのは、本人がなかなかわからな

いんで、私自身もアイデアキラーにならないようにですね、努めて

いきたいと思います。安心な幸せなまちづくりのためにですね、努

力を、執行部とともに努力をさせていただきたいというふうに思っ

ておりますので、今後ともよろしくお願いをしたいと思います。 

   この総合計画がですね、早く花開くようにお祈りをするものでご

ざいます。その思いを抱きながらですね、今議会の質問をさせてい

ただきたいと思います。 

   今回、５つの質問をさせていただきます。順番にいきますと、健

康なまちづくりについてというふうな質問でございますが、先ほど

の下川議員からも質問がありましたので、重複するところがあるか

もわかりませんけれども、失礼をしてですね、私なりの質問をさせ

ていただきたいと思います。 

   佐川町が住民の健康づくりということで、いわゆる子供からお年

寄りまで、高齢者に向けてまでの健康づくりということで質問をさ

せていただきます。 

   また、健康っていう中から、いろいろな、心の健康、体の健康、

いろいろあろうかと思いますけれども、今回私はですね、食につい

ての健康づくり、まちづくりについての質問をさせていただきたい

と思います。 

   先ほど申し上げました、ことしからスタートをする総合計画の中

で、健康と福祉の中においての項目の中に、地域ぐるみで子供から

高齢者までみんな健康で幸せな佐川型ライフスタイルを身につけ

るというふうにも書かれております。 

そこで、佐川町は、健康づくりの計画、下川議員のほうからの質

問の答えの中にも、福祉からの答えもありました。その計画をつく

っているようでございますが、それにできた経過を少し、私なりに

調べてきましたので、お話をさしていただきますと、国では全ての
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国民が健康で健やかに心豊かに生活ができる活気ある社会を築くた

め、平成 12 年、21 世紀における健康国民運動というものを策定を

しておりまして、国民の健康を促進するということで、そういうも

のが策定をされました。 

平成 15 年の５月には、健康増進法というものがつくられておりま

す。また、平成 17 年の 12 月には、医療制度改革大綱、さらには、

平成 17 年６月には、食から健康を増進する食育基本法というものが

制定をされました。その中に、食育基本法、この中に、第８条、市町

村は、食育基本計画を基本として当市町村の地区内における食育の

推進に関する計画を作成、つくることに努めなければならない。18

条に明記をしてあります。 

そこで、佐川町が、つくられたのが佐川町健康増進計画・食育推

進計画というのがつくられたと思います。平成 24 年につくられたと

思いますが。そういう経過の中からこれができたということでよろ

しゅうございますか。まず、それを聞かせていただきたいと思いま

すが。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。この食育推進計画、それから健康増進計画に

ついては、事務局、健康福祉課でつくっております。中村議員おっ

しゃっていただいたような経過で間違いないと思います。 

８番（中村卓司君） 

   そういった経過で、国の動き、流れの中から佐川町もそれにのっ

とり計画がつくられたということでございます。それでその中身を

少し私も、きのう見させていただきました。その中に、第１章、計

画策定の位置づけ、推進とか、第２章には、佐川町を取り巻く状況、

人口構成、疾病の状況、健康面での課題、住民の意識などの項目。

３章には計画理念と方針など書かれております。４章には、今期の

重点的に取り組む内容というものが書かれております。その内容が、

１、２、３、４とありまして、先ほど下川議員の質問の中から岡﨑

課長のほうからお答えがいただいた食生活、運動、健康・疾病予防、

心の健康っていうふうなことからですね、取り組む内容を書かれて

おります。 

   先ほども申し上げました、少し読ませていただいたんですが、こ

の取り組む内容について、いわゆる、普段どういった点があって、

こういうことに、町内の現状ですよね、どういった点が問題があっ
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てどういうふうに取り組むんだというふうなことの、アンケート調

査集計結果などが、もとの原本としてありましたら、またそこに少

し載せてあるんですが、さらにその基本になるようなベース、つく

られたベースというものがわかっておれば、聞かせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。詳細な記憶が、少し間違っているかもわかり

ませんけれども、この食育推進計画、健康増進計画を策定するに当

たりましては、平成 24 年度からの計画期間になっておりますので、

平成 23 年度、手前の年度においてですね、例えば、学校、保育園関

係、それからさまざまな住民の方々に対してアンケート調査を行っ

ておるということでございます。 

８番（中村卓司君） 

   そこでですね、そのアンケートをとった集計結果のベースになっ

たものがあろうかというふうに思います。話はもとに戻るんですが、

食だけのですね、視点からですね、今議会では質問をさせていただ

きます。ほかの項目にも、健康づくりというのは影響あるんですけ

れども、焦点が少しぼけそうなんで、食についてだけをですね、中

心に、だけということでそれを中心に質問をしていきたいと思うん

ですが。 

   実はここに、私調べまして、福山市の事例をインターネットで取

り寄せまして調べた資料がございます。そこにはですね、まず、佐

川も調べたというふうに思うんですが、実に細かい課題の抽出とい

うものが載っております。 

例えばですね、今、食に対する課題、課題ということで幾項目も

あるんですが、例えば、農業体験のない方が地産地消に関心が少な

い、というふうなアンケートもとってます。いわゆる子供たちでも

大人の皆さんでも、農業以外の方で、そういう農業体験をしてない

ということに対しては、地産地消ということに対して、食に対して

の関心が薄いと。なれば、それを、体験型の学習を、生徒さん、子供

たち、さらには大人の市民農園とかいう部分に行政が努力をすると

いうことが自然に生まれてくるわけですよね。 

それから、食材を選ぶ力が不足してる。食材を選ぶというのは、

例えば、地産地消でいうならば、スーパーで買い物をするときに、

外国産であるのか、国産であるのか、といった部分を買うのか、安
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ければいいので買うのか、という食材を選ぶ力っていうのが、この

町では不足をしてる。不足をしてるというよりも、何十代から何十

代の方が、こういうものを選ぶのが多いですよと、数字を、アンケ

ートでとってることをその課題としてます。 

それから、地元の特産品を知ってますかっていうふうなアンケー

トもとってます。いわゆる地産地消ですよね。佐川でいくと、梨と

か、それからニラとかショウガとかいう部分なんでしょうけれども、

それでも、若い年代の方は知らない方がおるんですよね。ここアン

ケートをとった場合に、地元のやつ。そんなことのために、若い方

への警鐘を行政がやるとか。 

それから体のことを言いますと、今の子供たちが肥満がどれくら

い、とかですね、朝ごはんを食べずに登校している子供たちが何人

いる、何年生から何年生まで、っていうのも調べてあります。そう

なると、それに対する行政でのやらなければ、仕事が、そこで課題

とした中で仕事があらわれると。これも、子供たちも大人の方もこ

れもやってます。それとか、お箸の持ち方。お箸の持ち方を上手に

できないっていう子供たちがどれくらいおるかとか、こんなことも

やってます。それに対してどうするかという行政の、やらなければ

仕事ができるということですが。 

ちょっと長くなりましたけれども、今回佐川でつくられましたこ

の計画につきましては、そういったものが比較的見にくいと思うん

ですが、次の計画があるということなんで、そのことについての検

証というのがなされているのかを、聞かせていただきたいと思いま

す。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。この平成 24 年度策定の計画についてはです

ね、アンケートの内容については、特に、例えば地産地消に関係す

る具体的な、先ほど中村議員おっしゃったような質問項目はなかっ

たというふうに思っております。 

   ただまぁ、朝、食事をしているとか、三食食事をしているとか、

朝、何時に起きているとか、そういったことの設問項目はあったと

思いますけれども、農業に関しての具体的な質問項目はなかったと

いうに記憶してます。 

   検証する中で、平成 28 年度、次の計画を立てる上で、健康福祉課

が事務局になると思いますけれども、例えば教育委員会であるとか、
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関係機関のところと話をしながら、どういうアンケート項目をつく

っていくかということは検討していきたいと思っております。 

８番（中村卓司君） 

   そこでですね、さらに申し上げますと、そういった詳しいことが

余りなかったということでございますので、それの先進地事例とい

うものが、この福山以外にもたくさんあると思うんです。けども特

にこの、調べてみた関係で、その福山の、細かくやってまして、そ

の中にさらにですね、この計画の中に、行政が行うことというのを

すごく明確に書いてあります。 

   例えば、家庭での食事を進めましょうっていう項目が出たら、そ

れに対して行政が行うことという役目の分担ですよね。ここではで

すね、健康福山 21 ヘルシーメニューコンテストを開催する。健康に

いい料理のコンテストを、市が開催してやるっていうのが市の役目。 

   保護者が食に関して見つめ直し、自信を持って子育てを取り組む

ことについての啓蒙活動を行政がやる。それから、妊婦さんや乳幼

児に対する健康診断、栄養指導の充実を行政がやる。こういったこ

とをですね、事細かに何十もの役で書いてありますんで、ぜひです

ね、次のときにはですね、こういう役割分担ていうものをですね、

行政がやる項目をですね、しっかり明記ができるものにつくってほ

しいというふうに思っています。 

   そこで、こういう項目っていうのはたくさんあるんで、時間の都

合で、７項目ぐらいあるんですが、保育・幼稚園で進めること、職

場で進めること、地域で進めること、生産者と消費者をつなぐ役目

をすること、食文化を継承し構築することをすること。それから食

の安全を守る。こういったたくさんの項目があって、行政がやる仕

事っていうのは全部それに明記されてあります。 

   ぜひですね参考にして、ほかの事例もですね、えいところのがは

参考にしてほしいと思います。 

   そこでもう１つ、さらに進めて、これは健康福祉課だけが、行政

だけがやってもできないはずです。前回も、つくってる組織という

のは名簿ありますよね、その中の資料の中に。もうやめられました

けれども、真辺さん、農協の常務さんでしたかね、あの立場。で会

長さんで、それで議長、永田さんのときにやられたのか、永田さん

が副会長さんですかね、そのときの。それから、この間、表彰でい

ただいた矢野弘子さん、それから志手先生、そういった方が連々と
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こう、名前を連れてあります。すごいメンバーがおるんですけども、

佐川町の場合にですね、そういった食育に関する組織っていうのは、

どういう組織がかかわっていけるような、そこの名簿を見ればわか

るんですが、それ以外の中でどういうメンバーが、この食育に関し

ての行政以外の協力ができる組織というのが、把握ができていたら、

お答えをいただきたい。わからなければ構いませんけども、わかっ

ておれば、聞かせていただいたらありがたいかと思います。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。やはり中心になるのは、食育の部分では、行

政以外ということでありますと、食生活改善推進協議会、ヘルスメ

イトさんになろうかと思います。団体等でいいますと、なかなか直

接的に食育をということであれば、なかなか難しいんですけど、や

はり学校であるとか、保育であるとか、いろんな職域がやはり中心

になって、農協さんもそうだと思いますが、そういったところの、

中心になって取り組んでいただきたいというに考えております。 

８番（中村卓司君） 

   それではですね、確認をさせていただきたいと思うんですが、平

成 24 年から 28 年のその計画で、本来なら 29 年に引き継いでやら

なければならないということで、27 年度から既にその動きがあると

いうことの承知でいいんですか。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   次期の計画については、28 年度中の策定ということで 29 年度か

らスタートということでございますので、まだ具体的な動きはあり

ません。 

８番（中村卓司君） 

   ということは、来年の３月までにはできるということですよね。

年度別にいきますと。 

   そこでですね、私はちょっと、厳しい言い方ではないんですけど、

佐川町のこの計画のつくり方は間違ってると思うんです。なぜかと

いうと、これは最初申し上げました食育基本法っていうたてりの中

から、食育推進計画っていうものをつくらなければならないんです

よ。食育っていう、食っていうことの限定をされている法律の中か

らつくるんで、佐川町は、健康づくりも全部ひとくたにしてしもう

て、それから逸脱をしてるっていうことになってるような気がする

んです。 
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   これはね、批判をするわけじゃないんですけれども、的を射ると

きに、余りにたくさんのことを取り入れてやってしまいますと、ピ

ントがずれてしまって、本当にやる仕事っていうのが、充実してで

きないっていうふうになってると思うんですよ。 

   最初言った心、体、何ですかね、食生活、運動、健康・疾病、心

の健康、４つの柱からなって、これをこしらえてしまったんで、ど

うもちょっと、ピントぼけっていうことがあるような気がします。

もとへ戻るんですけども、食だけのことについて私が質問をします

よというのは、そういう意味もあって、食育基本法ですから、それ

から離れたらあかんものをつくってしまったということの私の思

いがあるんですけども、誰か答えれる方がおったら答えていただき

たいんですが。次つくるときにですよね、まぁ、それ先にお答えを

聞きましょう。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。なかなかちょっと厳しい質問でございますけ

れども。食育推進法というところでの基本法があるということは私

も承知しております。ただ市町村の計画を策定するに当たりまして

は、やはり食育というものについては、健康づくりと不可分である

といいますか、一体であるというところで、他の自治体につきまし

ても、基本的には健康増進計画と食育推進計画をセットで、今つく

ってございます。 

   佐川町におきましても、今のところ、第２期計画につきましても

健康増進計画とあわせて策定をする予定をしております。 

８番（中村卓司君） 

   岡﨑課長、厳しいって言いましたけど、課長にとってはちょっと

厳しかったかもしれんのですけど、平成 17 年６月に制定された法

律の中で、食育基本法、これ持ってるでしょう。食育基本法の中か

らは、ほかのものっていうことは関係ないことを、関係ないとは書

いてませんけども、そのほかのことには載ってないんですよ。だか

ら、あくまでも食育基本法ですから、それに対して市町村は、食育

推進基本計画を立てなければならない。健康推進基本計画じゃない

んですよ。食育推進基本法なんですよ。だからそこを、ひとごたに

したら、私は、ピントがずれていくと思うんですよ。中で活動され

る方も、矢野さん、広い知識を持っているんで、健康についても恐

らくいろんな思い思い、熱い思いも持ってると思うんですけども、
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特に食っていうことのことから見ていくことによって改善ができ

る。やらなければしんどいですよ。やらなければならない仕事が明

確になると。だから、わざわざ福山ではですね、食育推進計画なん

ですよ。健康推進計画じゃないんです。食から見た健康ながですけ

ども、あくまでも食というものが基本になってるんですよ。 

   だからぜひですね、私は別にその範囲を狭うせえっていうわけで

はないんですけども、集中して、充実してつくるためには、やっぱ

り食育推進計画だけにこだわるべきだと思ってございますけど、そ

の点をもう一度ですね、お答えをいただければありがたいんですが、

どうですか。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   もちろん、健康づくりの部分については食が基本になろうという

ふうに考えております。今現在事務局のほうで考えておるのは、こ

れは第１期計画でつくりました４本の柱、これを引き継ぐことには

なろうとは思うんですけれども、各専門部会というものをきちっと

回しながらですね、食に関する部分についても、どういうふうに実

施ができているのか、役割分担を含めて、その部分でしっかりと進

捗管理をしていきたいというふうに考えておりますので、御理解を

いただきたいと思います。 

８番（中村卓司君） 

   御理解はいたしません。あくまでも私の基本的な話は一方的にな

ろうかと思いますけども、しておきます。 

   ぜひですね、その食に関してだけの推進計画を立てていただきた

い。だって、この福山のえい例でいきますとですね、食に関して、

どうやってやるかっていうことだけしか書いてませんよ。またそれ

が当たり前なんです。だから、ほかの地区で両方混ぜにやっている

のはですね、間違いです。法律違反じゃないですか。と、ぐらいに

私思ってます。 

そこでですね、ぜひそのことは頭に入れながら、私の希望も入れ

ていただきたいいうことも申し上げて、その上にですね、町長にち

ょっとお尋ねをしたいと思うんですが。これは総合計画の中の 84 ペ

ージ、５項ですかね、項目５番ていいますか、健康と福祉というと

ころの中で、総合計画の中で、地域ぐるみで子供から高齢者までみ

んなが健康でまじめに楽しく幸せな佐川型ライフスタイルを身につ

け、県内一の健康な寿命の長い町を実現すると、こういう項目があ
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るんですが、いわゆるここで注目したいのは、県下一というのを目

指すと書いてあるんです。 

この間、今橋議員からもＤＶＤを町長に出したんで、見てもらっ

ているか見てもらってないかわからないんですけど、あれなんかを

見ていますと、町長、会社でいうと社長がリーダーシップをとって

ですね、佐川町内は健康づくりはこれでいくんだ、みんな頑張ろう

ね、給食センターも食改さんも頑張ろうねっていうふうな旗振りを

してるところはですね、ずいぶんまちづくりで、健康づくり、食生

活について充実なことをやっているんです、実績として。 

ぜひですね、町長にですね、その旗振り役をですね、県下一言わ

ずにですね、日本一の食に関してですね、充実した長寿県ができる

ようなまちづくりっていうものに旗を振っていただきたいというふ

うに思ってございますが、その点に、何か町長の思いがありました

ら、お答えをいただきたいと思います。 

町長（堀見和道君） 

   御質問いただきまして、ありがとうございます。中村議員の御質

問にお答えさせていただきます。中村議員おっしゃるように、私み

ずから旗振り役となって、健康で幸せな町をつくっていきたいとい

うのは、心の底から思ってます。 

   日本一じゃなくて高知県一ということで物足りなさを感じるか

もしれませんが、少しずつ取り組んでいきたいと思っております。

私の、個人的な考えになりますけども、一人一人が自分がやれるこ

とをやる、このことがすごく大切だなぁって思ってます。 

   私、３年連続龍馬マラソンを走りました。１年目と３年目、こと

しですね、ことしは佐川町長というたすきをかけて走りました。こ

れは、みずからが旗振り役と。背中を見せるっていうと言い過ぎで

すけども、佐川町頑張るんだと、健康な町をつくっていくんだって

いうことを、身を以てというか体を張って、示していきたいなぁと。

チーム佐川として、龍馬マラソン、できるだけ多くの人で走りまし

ょうと。走るためには、日ごろの鍛錬といいますか日ごろの練習も

必要になってきます。それが、ひいては健康増進にもつながるんじ

ゃないかなぁと。そういう機運、運動を少しずつ少しずつ広げてい

きたいなぁと思って、私なりに頑張らせていただいておりますので、

今後も温かく見守っていただければなぁというふうに思います。以

上です。 



 

178 

 

８番（中村卓司君） 

   ありがとうございます。一人一人個人が大事なことっていうのも、

それも十分にわかります。ただ、今度走られたチーム佐川の龍馬マ

ラソンにも、多分、町長のお声がかかっている方が多いんではない

かっていう中から、だんだん人数が集まって 50 数名ですかね、新聞

の中で、時間内に走った方をチェックをいたしましたが、十数名の

方が、町長の名前もありましたんですが、５時間 34 分でしたかね。

そのあたりでしたですが、完走されたそうですが。そういったこと

も、町長のまぁ言うたら思いが通じて、みんなでチーム佐川、走り

ますよということになったと思うんです。 

今回の食育に関してもですね、町長の思いを反映ができるような、

いわゆる行政の力という部分を十二分に発揮をされて、個人が頑張

れる土壌というものをですね、十分につくっていただける、これが

行政の役目で、食改さんでやりゆうけど頑張れよ、頑張れよってい

う声ももちろん大事ですけども、こういう、こういう、こういう段

取りをしたんで、こういう役目でお願いしますよ、こういう土俵が

できましたよ、っていうことの中から頑張れる、個人が。一人一人

一人増えて、そして地域の人、親、それへひいては子供さんに健康

な体力なり精神面なりが食を通じてできていく中から、佐川町は高

知県で一番、食に対する関心がある、ひいては全国で一番食に関し

て関心があって、アトピーも少なくなったよ、と。鬱病も少なくな

ったよ、と。そしていじめも少なくなったよ、と。学力も上がった

よ、と。食だけで全てが解決できるわけではありませんけれども、

少なくとも私は３分の１ぐらいの割合で、そういった体の健康、心

の健康に食が影響してると思うんです。 

だからそういうことで、地域も学校も頑張らないかん。食を通じ

て頑張ることによって、健康なまちづくりっていうものができると

いうふうに思っていますから、ぜひですね、その力をですね、町長

の持っている、行政の皆さんが持っている力をですね、十二分に発

揮をしてですね、この運動が展開されることを私からお願いを申し

上げまして、この質問は終わらせていただきますが、最後に、この

質問の最後に、ぜひ、食育基本で、食だけで、岡﨑さんには、しつこ

いですけども、お願いをしておきたいと思います。 

副町長（村田豊昭君） 

   中村議員さんの御質問にお答えしたいと思います。法律論争する
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つもりは一つもありません。ただ、食の健康とかいうことにつきま

しては、いわゆる憲法４条、全て国民は文化的で云々の項から引っ

張られてきてると思うんです。それを追って時代の背景として、い

わゆる一般法ができてきたと思います。けど、一般法では網羅でき

ない部分、新しい部分で、食育基本法ですかね、そういう特別法、

個別法が出てくる流れがあってると思いますので、関連がないとは、

福祉課長の味方をするわけではない、関連がないと、時代の背景で

一般法があり、それでは十分な法律でないから個別法、特別法が出

てくる歴史的な流れがあると思っておりますので、全て、全部網羅

されると思っております。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   お説は十分に拝聴させていただきましたが、議会のこの場は言論

の府であります。私が申し上げたいのは、食育だけについての佐川

町に対しての、推進計画つくるべきだというふうに申し上げただけ

でございまして、別にそのことに対して副町長も反対というわけで

はないかと思いますけれども、法律のたてりはこうだよということ

で、私に、ありがたく教えていただいたということで承っておきた

いと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

   それでは、この食についての質問は、以上です。 

議長（藤原健祐君） 

   ここで、45 分まで休憩します。 

 

   休憩  午前 10 時 35 分 

   再開  午前 10 時 45 分 

 

議長（藤原健祐君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   引き続き一般質問を行います。 

８番（中村卓司君） 

   それでは、第２問目を質問をいたします。通告では、18 歳の選挙

権の取り組みということで、新たにこの夏に行われます、夏ですか

ね、秋行われます選挙で、初めて 18 歳以上の方が選挙権を得られる

ということでございます。 

   そこでですね、今回の質問ということになったんですけれども、

この選挙権あげる、関心を持つということに対しての、それぞれの
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責任といいますか、その新しく選挙権をとられた方に対しての、議

会なり執行部なりの責任というものが、選挙権をあげるためのそれ

ぞれの努力の責任があろうかというふうに思ってございまして、今

回の質問になったわけでございます。 

   議会の一員として、議員としても、そのいろんな活動に参加をし

なければならないということがあろうかと思いますが、今回は、行

政から見たですね、選挙権が 18 歳になった方々に対して、どういう

なアピールというものをしていくのかということがあればですね、

聞かせていただきたいと思います。 

もちろん、町だけでっていうものはなかろうかと思います。国と

か県とかを含めながら、さらにその県、国からの施策ということに

対して町が並行して、その選挙権を得た方についての意識を向上さ

せるということを、努力をされると思うんですが、どういったよう

なことで上げていくというふうな方法を考えておられるのか、関心

を持っていくことに対しての啓蒙というものをどういうふうになさ

れているのかを、まず、お聞きをしたいと思います。 

選挙管理委員会事務局長（横山覚君） 

   お答えを申し上げたいと思います。先日の高知新聞の社説に、高

知新聞社が県内の高校２年生を対象にアンケート調査を実施した

結果、政治に関心がない生徒が、半数に近い 48.5％であったという

結果が出ておりました。 

   選挙管理員会といたしましても、間もなく主権者となる高校生の

多くが、この選挙に無関心なことを深刻に受けとめまして、国や社

会の問題をみずからの問題として捉えて、みずからが考え、みずか

らが判断して行動していく主権者を育てる、主権者教育の充実が重

要であると感じております。 

   18 歳選挙権に対する選管の取り組みでございますが、昨日、今橋

議員にも答弁さしてもらったものと重複をするところがあります

けれども、国のほうでは各機会を捉えての広報が今されて、これか

らもされているところですし、県の選管におきましては、県内の高

校でですね、選挙の仕組みやルールを周知するための出張授業が展

開されておりまして、昨日言いましたように、佐川高校でも 12 月に

は全日制、１月には定時制のほうでですね、その出張授業が展開さ

れております。 

   これを受けましてですね、町の選管といたしましては、参議院選
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挙の時点に、選挙人名簿に登録されます高校生以上、二十、今回の

引き下げの部分ですけれども、その対象者、有権者に対しまして選

挙資料を送付するなど、ダイレクトな啓発によりまして、より効果

の高い啓発活動につなげていくとともに、町の広報紙に新しい選挙

制度の概要を掲載するというふうな取り組みを進めていきたいと

思っております。よろしくお願いします。 

８番（中村卓司君） 

   私も、少し、その 18 歳からの新しく選挙権が与えられる、今まで

なかった方に選挙権が与えられるということの数字をですね、これ

もインターネットで調べてきました。先ほど、48.5％ですか、高校

生にアンケートとると、半分ぐらいの方が選挙に関心がない、とい

うふうな数字も私も調べてまいりました。 

またですね、高知市の成人式でアンケートをとられたようでござ

います。そのときにも、選挙に行くって言った方が 45.5％。行かな

いというのが 49.4％で、行かない方が多い。成人式ですから、今ま

での制度でいきますと、選挙権がなかった方が選挙権をとられたと

いうふうになるわけですが。 

この中身をですね、少し調べてみました。そうするとですね、ち

ょっと違う数字が出るんです。高知市のアンケートの中にですね、

まず１問目に、これは去年なんで、平成 27 年度の４つの選挙が行わ

れることを知っていますかという問いにですね、４つというのは、

県会議員選挙、市会議員選挙、知事選、市長選というこの４つの、

高知市ですからね、アンケートとったときに、知らないって答えた

のが 80.3％。選挙が行われることを知らないというのが８割を占め

たというこの数字。 

それとですね、先ほど言った、選挙に行くか行かないかは、先ほ

ど言った数字です。その行かない理由って、成人式ですから成人の

方ですから、行かない理由がですね、県外に住所があるとかですね、

それから、そういった部分で 47.7％が、行きたくても行けないって

いうふうなことがあったんです。 

だから、半分ぐらい行かないっていう中にはですね、その中の半

分ぐらいにはそういう事情、どうしても行けない事情がある方も含

まれてます。一概に、もうまるっきり関心がなくて行かないってい

う方ではなくて、物理的に行けないっていう方も含まれていった数

字がこの数字ですから、一概に、まるっきり関心がないっていう方
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は、成人者の場合には余りなかったっていう数字が出てます。 

それから、これは別のアンケート。ＭＩＮＡＴＯっていうこれは

民間なんですけども、「選挙いっ得？！」プロジェクトっていうのの

アンケートがあります。この中はですね、数字の幅が広いんですが、

10 代から 30 歳までの方に、政治に関心があるかないかを聞くと、

答えた方があんまり多くはないんですけど、294 のうち 237 が政治

に関心あると。ちょっと幅が広いんで、10 代から 30 歳までですけ

ども。こうなると、30 歳代の方は当然高いんですけども、10 代でも

比較的高いっていう数字が、この数字では出てます。 

選挙に行くか、行かないかと聞いたときに、379 人中 314 人とい

うのが選挙に行くと答えたそうなんです。だから、一概に若い人が

政治に関心がないっていうことではないというふうに思います。た

だ、18 歳から二十の間の方については、余りにも政治に対する直接

的な影響が少ないっていう環境ですから、48％については関心がな

かったということもうなずけるんですけども、そこで、やらなけれ

ばならない仕事が行政にあると思うんです。 

だから、横山課長のほうからお答えをいただいたことを、県なり

が高校生にその努力をしてると思うんです。佐川町としては、その

ことに対しての動きというのはまるっきり、前言ったように若者に

ダイレクトメールを送るとかいうふうなことを言ったんですけども、

方法としては、例えば、これは県が出前の授業、選挙出前授業でや

るかもわかりませんけれども、模擬投票、それからそういったもの

をやるかもしれませんし、模擬議会というのもやるかもわかりませ

ん。 

テレビなんかで見ておりますと、新聞なんかにも、模擬投票って

いうことで、やり方っていうものを教えているんですけど、政治に、

行政に政治にっていうことに関心がない方に対して投票の仕方だけ

を教えるっていうものは、いかがなもんかっていう部分があります。 

そこで、私なりに考えたいろいろな資料を取り寄せてみますと、

例えばですよ、とんでもないこともあるんですけども。選挙へのＣ

Ｍを、これはもう町なんかは無理なんですけども、やるとかですね、

成人式のおめでとうカードに、そういったものを入れとく。ことし、

成人式は終わりましたんですが、政治に関するような資料を入れと

くとかですね、明るい選挙の進め方だよりっていうものを、パンフ

レットをこしらえて入れとく、渡す。それから、若者への啓発のそ
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れぞれ、そのもの全部含めてですね啓発する運動というものがなさ

れていくべきではなかろうかと思います。 

繰り返して申し上げますと、政治に関心があるないではなく、投

票する方法を教えるではなく、政治に関心のあることを高める啓蒙

活動というのが必要ではないかと思います。 

加えて言いますと、議会の中でもですね、議会の傍聴に来ていた

だける。佐川高校の執行部の皆さんに来ていただける。それから専

攻ですかね、３年生に、政治経済ていう専攻しなければならないと

あるんですね。その方に対して傍聴に来てもらうとかですね、いろ

いろな方法があろうかと思うんです。そういったものを考えてほし

いというふうに、行政でできることを考えてほしいと思っています

が、その辺の関心度、課長の、個人でも構いません、課長の立場で

も構いませんが、そういったことをやっていただける意思があるか

どうかっていうものをお尋ねしたいと思います。 

選挙管理委員会事務局長（横山覚君） 

   お答えを申し上げたいと思います。今ほどいろいろの御提案があ

りました。確かに成人式のときのおめでとうカードとかですね、そ

れから明るい選挙のパンフを挿入するとか、またおもしろい発想で

生徒会のほうへの議会の傍聴、政治経済を学びだす高校生に対して

のまた傍聴の勧めとか、興味深いお話をいただきました。 

私としましてはですね、選挙管理員会がもっともっと啓発をする

べきだというふうに思ってまして、今、先ほどお話がありました県

選管が行ってます出前講座、それから模擬投票なんかもですね、こ

ちらといいますか、御協力をいただくような、県選管と一緒になっ

てやっていくというふうなことがありますけれども、最近ちょっと

してないような状況もございますので、今回の 18 歳のその選挙をで

すね、それを契機にですね、少し選挙の広報、知らない人に選挙に

関心を持ってもらう活動の取り組みをですね、ちょっと検討して進

めていきたいと思います。 

８番（中村卓司君） 

   ぜひお願いをしておきたいと思います。ただですね、全国的に、

政治政党へのアレルギーっていうのが学校現場にあって、そういう

ことを話しにいくと、高校っていうのは割と、はいわかりましたっ

ていう受け入れにくい高校もあるようでございますので、十分に高

校側と話をしてですね、受け入れる体制ができるのか、できんのか、
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それから十分なお話し合いの上にですね、そういった活動をぜひ、

してもらいたいというふうに思ってございますので、よろしくお願

いをしておきたいと思います。 

   時間がありませんので、次に、質問に移ります。この要望はして

おきたいと思います。 

   次に、また高校の問題です。高校の質問ですが。佐川高校を元気

にするための取り組みということで、総合計画の 74 ページにある

魅力ある佐川高校づくりの支援についてっていう質問なんですが。

何年前か私忘れたんですが、佐川高校に野球部をっていうふうな話

も出てですね、少し汗をかかせていただいたんですけれども。ある

意味ではですね、町立ではないんで、公立高校、県の関係でござい

ますから、少しそのへんが、意見なり、それなりのものを言いにく

いということがあるんですが。 

今回は、総合計画の中に、佐川高校を魅力ある高校にするために、

行政、地域、地域の高校の、地域の高校としての推進を強化するこ

ととともに、地域住民の力を借りて特色ある授業とかいうことに動

きを実施するというふうなことが書いてありましたんで、具体的に

そうするとですね、佐川高校を元気にするために、どんなことがで

きるかなっていう思いがあるかということに、ちょっと行政のほう

から聞きたいと思いますが。どういうふうに、具体的に元気にする

のかということを聞かせていただきたいと思います。 

教育長（川井正一君） 

   私のほうからお答えさせていただきます。町の総合計画に、４つ

の取り組みが載せてございます。具体的に申しますと、佐川高校を

町民全体で盛り上げる気風の醸成。さらには２点目としまして、行

政、高校、地域住民の連携強化。３点目としまして、学校の取り組

みに対する支援の充実。４点目としまして、学力向上への支援体制

の充実。この４つの取り組みにつきましては、総合計画において今

後 10 年間にわたり、この４つの取り組みをしっかり進めるという

ことになっております。 

   ただ具体的に、ではどういった授業をやっていくのかということ

の御質問でございますが、その中身につきましては現在、検討中で

ございまして、当然、佐川高校の御意見もお聞きしながら、この３

月中には、具体的にどういったことができるのかを決定したいとい

うふうに考えております。以上でございます。 
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８番（中村卓司君） 

   佐川高校に野球部をっていう話を進めていた時期にですね、佐川

高校っていうものの校長先生とずいぶん話す機会がありまして、議

長でありました永田さんとか、榎並谷町長とかです、当時の町長、

と校長先生とも話しするなかでですね、佐川高校に入学してくれる

子供さんが少なくなった、いうことで、ずいぶんクラスの数も減っ

ております。 

   県下的に受験をされる生徒さんも総合的に少なくなっておりま

した。この間の高校の入試の中でトップが高知工業でしたかね。何

倍もの人数がございました。ほかはもう定員割れでございました。

佐川高校も定員割れ。そんな中で、どうしたら特色ある佐川高校っ

ていうものにしていくかっていうふうな話の中から、学力の向上、

校長さんは直接はそんなことは言ってなかったんですけども、東大

に何人か入るぐらいの学力ができる生徒さんの学力をつけるとか

ですね、それからスポーツでいくと、何らかに秀でたっていう、今、

中央高校がですね、バレー部はほとんど外人部隊っていう言い方を

しますけども、県外から来た生徒さんによって名前を上げていくこ

と。それから明徳も、野球部もほとんど県外からで、明徳という名

前を上げてるっていうなことの、これは企業努力といいましょうか

ね、余り、いいとか悪いとは言いませんけれども。高校、それぞれ

努力してるというふうなことがあります。 

   検討されるということでありましたんで、学力の面なり、体力の

面なりでですね、それぞれ特色ある力を発揮していただいたら、新

しいことをやっていただければいいんですが。特にですね、私思い

ますのは、山田高校、山田高校っていうのは割と佐川に似た、もう

郡部の高校なんですけど、御承知のように、この間の駅伝でですね、

８位ですかね、入賞してですね、すごい成績、しかも高知県の子供

たちばかりということで、御努力をされてすばらしい学校になって

ます。 

   梼原高校、これは野球部が生徒が足りなかったけれども、監督、

すばらしい監督がおいでて、梼原高校の野球部は 30 数名になって

ると思うんですが、佐川の中学校からも、その監督を追わえて梼原

高校に入学する。新聞記事では、人口が前年対比マイナス１人です

かな、確か、思うんですが、その中の貢献する中では、野球部に町

外から十数名の方が来られたと。そういうことも人口減少を止めて
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るということで、すばらしい活動がなされてます。 

   そこであえて二番煎じということでは申し上げませんけれども、

これはやれるかやれんかわからんのですけども、山田高校の永田先

生は斗賀野出身ですよね。だから、あの方をヘッドハンティングを

するじゃあいうことを言うと、山田高校の方にも怒られるかもわか

りませんが、地元としてはですね、ああいった方に佐川高校に来て

いただくことによって、佐川高校が元気になるっていう方法もあり

はしないかと思いますし、特に佐川高校っていうのは、男子生徒よ

り女生徒さんのほうが多分、多いと思うんです。そういう意味から

いくと、女子陸上ができればいいのかと。確か、20 年以上前に、佐

川高校陸上部あったと思うんです。１年、２年ぐらいでやめたんで

すけども。佐川の町長さんをなされた娘さんが設立をして、時の短

距離では、どこのユニフォームが走っているんだというぐらい記録

を出してですね、びっくり、高知の陸上界びっくりしたというふう

な歴史もあったそうです。 

そういった意味ではですね、生徒さんから陸上部をつくりたいと

いうのもできんこともないし、行政からの働きからもあるし、それ

ならばっていうことの助けっていう、行政からの助けも十分にでき

ようかと思うんで、特色ある佐川高校をですね、ぜひ考えてほしい

と思いますが、その点につきまして教育長、いかがでしょうか。 

教育長（川井正一君） 

   お答えいたします。部活動で特色を出す学校も当然ございます。

そういったことも大事とは思いますが、やはり今できることといえ

ば、やはり中高の連携をまずしっかりやらなければならないという

ふうには思ってます。その前段として保小の連携、それから小中連

携、さらに中高連携して、佐川町、高校まである地域でございます

ので、保・小・中・高の連携、それがしっかりできる、そういった

ことをまず基盤として、今現在、残念ながら佐川町の卒業生が、毎

年 100 人ぐらい佐川町内の中学校の卒業生がおりますが、そのうち、

近年、大体２割程度しか、約 20 名程度、地元の高校に進学している

数はその程度でございます。 

   やはり、そういった、地元の子供たちをどのように地元の学校に

行ってもらうか、そのために中高の連携の中で子供同士の連携もあ

りましょうし、さらには教員同士の連携、どういった連携ができる

のか、そういったことを地道にやっていく必要もあるんではないか
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と思っております。 

   そして先ほど言われましたその部活動で、どういった特色を出す

のか。現実として、先ほど言われましたように、ほかの地域ではし

っかり出しておるところもございます。佐川高校は確かに、例えば、

本年度、男子生徒と女子を比べてみますと、男子が、今現在 141 名

生徒がおるんですけど、男子が 56 名、女子生徒が 85 名。これは５

月１日現在の数字ですが。残念ながら男子の数が少ない。そういっ

た、男子が 56 名しかいないんですが、佐川高校は今、ソフトボール

で特色を出していただいております。56 名の男子のうち 20 名がソ

フトボール部に入っておると。来年度もぜひ、佐川高校のそういっ

た特色を出すやり方を引き続き、どういったことができるのか。 

かつては、十四、五年前だったと記憶しておるんですけど、佐川

の少年サッカーが非常に強くて、さらに佐川中学校のサッカー部が

非常に強い。そういった時代に、佐川高校にサッカーの指導のかな

りできる方が来られて、佐川高校のサッカー部が県大会決勝まで残

るとか、そういった時代もございました。けれどその先生がかわら

れた後、佐川高校のサッカー部が衰退していった。というなことも

ございます。 

継続的にどういった、現在はもうソフトボールでしっかり実績残

しておりますので、そういったソフトの、１つの大きな柱としなが

ら、ほかにどういった元気なものができるのか、また佐川高校の校

長先生の御意見もお伺いしながら、今後考えていきたいと思ってお

ります。以上でございます。 

８番（中村卓司君） 

   ぜひ、よろしくお願いいたします。新たに、クラブ面で言います

と、佐川中学校のテニス部、決勝まで残ってですね、佐川中学校の

テニス部、テニスグラウンドって、あそこのテニスのグラウンドだ

けしかない、恐らくあそこで練習してると思うんですが。石元さん

というすばらしい先生が指導をされてですね、あの子たちが第二の

錦織圭になるかもわからんしですね、錦織圭も鳥取ですかね島根で

すかね、本当片田舎の選手で、きのうはマレーに２対３で負けまし

たけども、すごい選手になってます。そういった特徴もですね、新

しい芽として出ているんです。 

   だから高校も元気にすること、もちろんテニス部も昔あったんで

すけどね。ソフトテニス部というのがあったんですけど。今は確か
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ないかもわかりませんが。そういった芽を新しくつくるとか、その

さらに行政ではテニスコートも、話もあったり消えたりもしており

ましたんで、その辺の充実なんかもですね、加えて参考にしていた

だければありがたいと思います。 

   以上、この佐川高校を元気にするということにつきましては、一

層の努力をお願いしておきたいと思います。 

   次にですね、マイナス金利についてお尋ねをいたします。これは

ね、本来なら議会でね、質問するような内容やないんで大変申しわ

けない。全員協議会とかそこで話せばいいかなというふうに、書い

たときには質問したいなと思いましたけども、ちょっと後で考えた

ときに、あぁもうこれは議会では、という、ありましたけれども、

一応、質問書きましたんで。マイナス金利がですね、佐川町に及ぼ

す影響っていうことで、メインバンクはＪＡだと思うんですけど、

そこに行政の資産としていかほどのものがあり、マイナス金利に対

してどれぐらい影響してくるかなっていうことをですね、金額、数

字的にですね、お示しをしていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

会計管理者兼会計課長（真辺美紀君） 

   中村議員の質問にお答えいたします。１月末に日本銀行が発表い

たしましたマイナス金利の導入につきましては、各金融機関が日本

銀行に今後お金を預ける際に、マイナスの金利、つまり手数料が発

生するというものでございますので、私たちに直接影響が出ること

はございません。ただし、佐川町は約 46 億円の基金を、金融機関の

定期預金で管理をいたしておりますので、今後、将来的に影響が出

てくる可能性はあります。 

具体的に申し上げますと、平成 26 年度末、佐川町の一般会計特別

会計基金の残高は約 46 億円でございます。その 46 億円に対しまし

て、平成 27 年度中にいただける利息の見込み額は約 1,690 万円でご

ざいます。平均利率は 0.39％でございます。これらの定期預金、満

期を迎えました際には、お約束どおりの利息をいただけますけれど

も、次に書きかえを行った際に、新しい定期預金の利率が下がった

場合は、利息の収入の減が見込まれます。 

具体的に、仮に試算をいたしますと、もし、0.1 ポイント、0.1％

ほど利率が下がったといたしますと、1,690 万円の約 25％となりま

すので、430 万円の減、つまり 1,690 万円の見込みのところが 1,260
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万円程度に下がるというふうな試算がされます。以上でございます。 

８番（中村卓司君） 

   これ、お答えいただきましたんですが、1,690 万ていうのは、こ

れ 0.03％の金利じゃないでしょ。0.04 の。ちょっともう１回。 

会計管理者兼会計課長（真辺美紀君） 

   平均利率 0.39％で試算したものでございます。 

８番（中村卓司君） 

   すみません、私のほうが耳が聞こえてなかったみたいで。0.4％、

約ですよね。それでこの間、ＪＡの監査の情報を監査に話を聞いて

まいりました。どれくらい下がるかなということで、釈迦に説法か

もわかりませんけれども、ＪＡというのは、中央会を通じて全中で

いって日銀に対してお金を預けてマイナス金利を打たれたという、

ずっと上のほうの関係でマイナス金利が打たれるわけですけど、そ

この関係からいきますと、手数料もある程度払わないかんというシ

ステムになっちょって、手数料率ぐらいかなっていうふうな感覚で、

あんまりその被害というものがないかっていうふうに言われてお

りましたんですが、だんだん、マイナス金利打たれますと、プラス

金利の 0.01 と、もうとんでもない差が出てきますんで、中央会それ

ぞれ、国から県にきて、単協にいけるっていう数字がですね、0.04

から 0.025 になるそうです。行政の預けている金がその全てってい

うことにはならんかもわかりませんけど、一般的に。 

１千万以上、まぁ言うたら大口金利に対して余計打ってるのが

0.04 から 0.25、いわゆる言うたら、1.5％下がるということになっ

ていくわけです。そうなるとかなりの金利が下がるかなというふう

なことがあったんですが、具体的に、町の行政に対してのお金をで

すね、どれぐらいで預かるかっていうのは、これは秘密らしいんで、

言うてくれませんでした。 

   0.01、430 万ぐらいの下がり、こういうことは失礼に思います。

下がりなら、少し我慢もできるかなという金額で、それをどうこう

するわけにはいきませんので、仕方ないかということで、受け入れ

ないかんということになるということ。現実を知っておきたいと思

います。 

   そこでですね、この間、委員会なんかで、その基金の運用よね、

あれをいろいろ取り沙汰をされたんですけども、あれに対する運用

も、いわゆるこういうことで影響してくるんですかね。それを聞か
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せていただければありがたいと思うんですが。ちょっとこれね、質

問で言うてなかったんで、わからなかったら後、構いません。委員

会で説明していただければ構いませんけども。わかっておれば。 

会計管理者兼会計課長（真辺美紀君） 

   先日御説明させていただいた、国債とか地方債を買うというお話

をさせてもらったときにはまだマイナス金利のお話が出ておりま

せんでしたので、あのときから状況がずいぶん変わっております。

今度４月に、新しい定期預金の満期がまいりました際には、国債、

地方債、それから金融機関の定期預金と比較をいたしまして、その

ときに有利な方法をとりたいと考えております。以上です。 

町長（堀見和道君） 

   補足で説明をさせていただきます。基本的に、マイナス金利にな

ってますので、国債の利率も影響がありますし、地方債の利率も影

響ありますので、恐らく下がる傾向、下がらざるを得ないと。去年

よりもことしのほうが利率が下がってくると思いますので、その下

がった中で、どういう判断をするのかということ。運用に関しては

リスクをとらないということを基本としておりますので、その中で

の運用を考えていきたいと思ってます。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   この前の委員会、前々回の委員会の中でも申し上げましたけれど

も、佐川町は、いわゆるその運用に対して非常にアレルギーが、か

つての問題もありますんで、慎重にですね、やってほしいという思

いがありますので、そのことは申し上げておきたいと思います。 

時間がますますなくなりましたので、次の質問に移ります。 

最後、５番目の上町の町並み歴史まちづくり事業につきましての

質問をさせていただきます。 

この事業はですね、国から認定を受けながらいろんな事業をやり、

榎並谷町長から引き継いで町長はさらに進めていくというふうなこ

とで、２年前にもそういうお答えをいただきました。 

その中で、植栽事業とかですね、歩道の整備、それからものづく

り事業なんかも、ものづくりは入ってないかもわからんのですけど

も、いろいろな事業やってると思うんですが。これから先にですね、

この上町の歴まち事業について実施をされろうという計画は、どの

ようなものがあるかをまず聞かせていただきたいと思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 
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   中村議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

街なみ事業の進捗をちょっと説明させていただきたいんですが。

佐川町歴史的風致維持向上計画の策定に伴いまして進めております

上町地区の事業につきましては、ハード面の事業におきまして佐川

文庫庫舎の移設、景観阻害建造物の除去から始まり浜口家の改修・

活用、牧野富太郎ふるさと館の整備、牧野公園の整備、これは現在

も継続しておりますが、進めてまいりました。また、名教館の移築

も実施し、現在は、旧竹村分家の呉服店の改修を進めているところ

でございます。 

そしてソフト面におきましても、観光協会を設置し、土産物の開

発や休憩所などの設置など、観光客を迎える体制を整えつつあり、

現在、年間で約１万８千人ほどの入り込みの数となっております。

今後におきましては、司牡丹の煙突の耐震化や看板・標識の設置な

ど、地域の魅力向上と観光客の利便性の向上に向け、ハード面、ソ

フト面、両面で取り組みを継続してまいりたいと考えております。

以上です。 

８番（中村卓司君） 

   牧野公園はですね、すばらしい公園になって、ポール・スミザー

さんですかね、のことでずいぶん、フタガミの関係で有名な方にな

り、さらに日本的にも有名な方が、これはすばらしい公園だという

ことで提唱され、お客さんも次々増えております。ぜひですね、こ

の事業がますます発展をしていくようにお願いをしておきたいと

思いますが。 

この間の予算の説明会のときに、私、別の用事があって参加をし

ておりませんでしたので、その中で話されたかもわかりませんけれ

ども、ＪＲの駅舎の設置予算というものが含まれてないという話が

出たそうでございますが。私が、前年の６月の議会の中で質問をし

ました。これについて少し意見を申し上げておきたいと思います。

その前に、客車についてのどういう思いがあるかを、町長に聞かせ

ていただいたらいいかと思いますが。思いを聞かせていただきたい。

予算をのせてないという思いで、どういう思いがあるのかというこ

とで、聞かせていただきたい。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。ＪＲの客車につきましては、佐川の

上町の観光を今、進めて間もない段階ですので、少し時間をかけな
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がら、どうするのかということを考えたいと思ってます。 

   住民の皆さんや、くろがねの会さん、また観光協会、観光にかか

わる人、いろいろな人の意見も聞きながら、どうしたらいいかとい

うことを、しっかり結論を出していきたいと思っておりますので、

ちょっと時間をかけて結論を出したいというふうに考えておりま

す。以上です。 

８番（中村卓司君） 

   私、この６月議会に申し上げたことと同じことを申し上げたいと

思うんですが。 

まずですね、経費が非常にかかるということからですね、わざわ

ざ持ってくる必要がないんではないかという思いを持ってます。特

にですね、あの客車っていうものを多度津の工場に見に行ったんで

すが、あそこは工場内にある関係で、人からですね、無断に触るっ

ていうこと、接触するということができない囲いの状態ですけども。

佐川町に持って来た場合には、囲い込まないかんということも言わ

れておりました。 

囲い込むには大変な経費が要るわけで、囲い込むことによってお

客さんが、何だろうか、見えないっていうことのあることから、そ

ういうのもおかしいかなという部分と、運送に関しては非常にお金

がかかる。そこから持って行くためにはですね、１千万ぐらいかか

るではないかというふうなことも言われております。さらにはメン

テナンスで、何年かに１遍は塗りかえをしなければならない。それ

が 80 万とか 100 万とか要るやに聞いておりますし、場所を占有しま

すと、駐車場っていうところがない上町については、その客車を置

くことによって、駐車場もなくなるというふうな思いがあります。 

前町長が推奨しながら、こちらのほうに持って来たいという思い

があったのは、推測で申しわけないんですが、榎並谷町長さんは当

時は上町に住んでおられまして、あの駅舎があった思いが大変強う

ないかというふうに、思いもあります。 

これは、古い方なら、古いから悪いということではないんですけ

れども、ノスタルジック的な思いでふるさとを、昔のことを思いな

がらの存在感というものにすごい価値観を持っておると思うんです

が、果たして、今の時代に合うかなって思ったときには、合わない

と私は思っています。私自身も子供のときには見たということの中

を含めてですね、現在の中には合わないと。 
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しかも多度津に展示しているのに、そこにわざわざそれを見にく

る方っていうのは非常に少ない。鉄道の展示会ですか、何日か開か

れるときにはお客さんは来るそうですけれども。それがために、こ

の汽車のために来るっていうことが非常に少ないっていうことを聞

いておりますから、持って来る必要がない、経費節減にも。という

ことの思いがあります。 

その思いだけを私のほうから一方的に申し上げて、お答えは要り

ません。その思いがありますので、６月の議会の質問と同じでござ

いますけれども、思いを私のほうから述べてですね、この場からの

質問を終わりたいと思います。 

議長（藤原健祐君） 

   以上で、８番、中村卓司君の一般質問を終わります。 

   休憩します。 

 

   休憩  午前 11 時 28 分 

   再開  午前 11 時 29 分 

 

議長（藤原健祐君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   食事のために、１時まで休憩します。 

 

   休憩  午前 11 時 30 分 

   再開  午後１時 

 

議長（藤原健祐君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   引き続き、一般質問を行います。 

   11 番、西村清勇君の発言を許します。 

11 番（西村清勇君） 

   11 番、西村でございます。通告に基づいて､この場から優しい５

点ほどの質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

   質問の前に一言、渡辺課長におきましては、今回の議会でもう最

後ということで、本当に農業問題や建設、また水道等に特に携わっ

ていただきまして、大きな成績を上げていただきました。本当に御
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苦労様でございました。ありがとうございました。今後におきまし

ても御活躍を期待しておるものでございます。お体には十分気をつ

けて、飲み過ぎのないように頑張っていただきたいと思います。 

   それでは、早速、渡辺課長に質問をしたいと思います。よろしく

お願いします。 

   中野農免道路について質問させていただきたいと思います。中野

農免道路は、昭和から平成にかけて、最初でき上がりました。でき

上がったがは、1 年の 10 月に完成ということになりました。そして

事業費といたしましては、９億 2,700 万ぐらいな事業費でありまし

た。約、今年で 27 年ぐらいというなことになろうかと思います。大

分傷みもありますけども、まだまだ改善もせんといかんところもあ

ります。 

今回、質問をさせていただくところは、大変申しわけありません

けども、市の瀬の立野との三差路と書いておりましたけども、四差

路ということで訂正をしていただきたいと思います。ここの、この

問題につきましては、もう２回ほど私がここで質問をさしていただ

きました。前回の質問では、渡辺課長の答弁によりまして、市の瀬

側のほうを拡張するので、十分あそこは広くなるから､あんまり必要

性がないんじゃないかというような答弁をいただきました。 

けども、その後全然、あの市の瀬側としては、拡張ができるよう

な見込みはございません。というのは､今、立野から公民館の前を通

って農免道路へ出るところをやられているようでございますが、そ

ういったことで、あそこはいつごろになる予定なのか、まず最初に

課長に､渡辺課長にお聞きしたいと思います。 

産業建設課長（渡辺公平君） 

   久しく長い間御指導いただきました。ありがとうございました。

何度か御質問いただきましたが、ここの道は、必要がないというも

のではなくて、必要ありまして、今言われたところを農水省の補助

事業で農免道路でやっておりますね。これは県営施工でやっており

ます。町のほうで今計画があるのは、町道のほうで計画がございま

す。 

ちょっと細かくなるかもしれませんが、御説明いたしますと、市

の瀬地区では国の交付金事業、これは町道でございますが、町道市

ノ瀬線と市ノ瀬１号線、これの改良工事を計画しております。この

計画では、町道市ノ瀬線というのは、玉割小橋の架設工事、これが
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まず１つと、玉割小橋を渡って､今申されました交差点を過ぎて市の

瀬の集落の入り口まで、これが２つ目。もう１個は、議員も言われ

ましたような市の瀬の１号線、公民館前の道。この３カ所ありまし

て、この順番につきましては、まず最初に、玉割小橋を先行して完

成させろ、これがまず第一だということで、既に終わりました。そ

の続いて公民館前の市ノ瀬１号線、これをやって、その後で玉割小

橋を渡ったところから交差点を過ぎて集落の入り口までという計画

でございました。ちょうど市ノ瀬１号線が 29 年度、今 27 年度です

ので、来年度、再来年度には、完成のめどが立ってございます。よ

うやく玉割小橋渡ってから集落の入り口までの市ノ瀬線、ここを本

格的にやるための議論に、来年度からようやく入れるようになりま

した。 

おっしゃられるように、その交差点、確かに農免道路との接続部

分ですので、ああいう状態になっておりまして、早急なる改良も必

要かと思います。そこで、まずここの交差点部分の改良を先行して

できないかとかいったことを、県とか地元の市の瀬集落とかいうと

ころに、来年度協議をして、そのようにできるように努力をしてい

かないかんというふうに思うております。そういう流れでございま

すので、どうぞ御理解のほどよろしくお願いいたします。 

11 番（西村清勇君） 

   あの市の瀬側へ渡ってる、最初は農免道路でしたけど、今､町道に

なってるんですけども、あれは最初からの予定は実際にはなかった

がです。というのは、最初の農免道路は、馬の原の、あの橋のたも

とまでということで最初は始まって、その後取りつけ道として、あ

れへ向いて農免道路を回したらということで、その、どうしてかと

いいましたら、馬の原と下山の間が非常に狭いし､それから上の山

も危ないと。たびたび大っきな石も落ちたりしてますけど、そうい

ったことで、取りつけ道みたいな感じでつけたらということで始ま

って、それが、農免道として市の瀬の前、公民館の前ちょっとやっ

たかな、これは課長がよく知っちゅうと思うんですけど、あそこで、

１回は､もう農免道路は打ち切りやと。もうそんな補助はないとい

うようなことになって、１回やまっちょった例があります。 

   しかし、途中でやまったんでは何の意味もないので、どうしても

これは延長して仕上げにゃいかんということで、再度また町のほう

でやっていただきまして、結果的には橋まで抜きました。 
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途中で止まった、そういった農免道路の止まってるがは、聞きま

したら、日高にも１カ所あるそうです。途中で止まったままで、も

うストップをしちゅうということを聞いてます。ほかのとこにもあ

るようなことも聞いておりますけども、あの農免道路に対しては、

おかげさまで順調に運んでできたということですが、その後、玉割

小橋が非常に狭くて、これでは何ともならんからということで、中

山町長のときだったと思います。そのときに、あの橋を何とか広く

できないだろうかということで頼んでおりましたが、中山町長の答

弁では、あの橋は県道に面して非常に危なくなるので許可にならん

きできんということを聞いておりました。 

その後、榎並谷町長が町長になって後、そのお話をしておりまし

たら、すぐさま県のほうへ行って、町長があっという間にやるよう

にしていただいたと。まぁ、中山町長にだまされたような格好じゃ

ったかもわかりませんけども。できんことない、できたというわけ

だったんですけども、そういったことで、本当に玉割小橋じゃなし

に玉割大橋になったと思いますけども、反対になってしまいました

けど、大きさが。 

そういったことで非常にえい橋ができ、それから向こうからも４

メーターの農免道路が来て、でき上がりつつありますけども、あの

四差路だけがネックになってます、現在。今、職員の方も大勢の方

があそこは通って、通ってきておると思いますし、よくわかってお

ると思いますけども。あそこがちょっと、私は田んぼのほうへ、用

地が話がつきませんでしたらいきませんけども、用地の交渉がつけ

ばやね、例え、市の瀬側のほうの計画があったとしても、私は決し

て無駄ではないと。 

何でかといいますと、玉割小橋を渡って右側へ取り込んでいった

ら、ちょうどスムースように抜けれたと思いますけども。用地の交

渉がつかなかったというようなことも聞いておりますけども、左側

へとったということで、あそこが急カーブになったわけです。で現

在は軽四同士でも行き違いはできません。待たなければいきません。 

そういったことで、例え、市の瀬側が広がったとしても、すごい、

あそこは変なカーブになってしまって、現地を見ていただいたらわ

かると思いますけども。ぜひ、これは、市の瀬側の町道の拡張も計

画があるかもしれませんけども、29 年と言いましたか、それはそれ

として、用地の交渉さえつけば、なるべく早くあれをやっていただ
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きたいと私は思うんですが、どうでしょうか、もう一度答弁お願い

します。 

産業建設課長（渡辺公平君） 

   農免道路の、あるいは町道の歴史の変遷を細かく御指導いただき

ました。あえて同じことは申しませんが。先ほど私、答弁さしてい

ただきましたように、玉割小橋を渡ったところから交差点を過ぎて、

市の瀬の集落の入り口まで、これが１つの区間として工事計画があ

るわけです。これが市ノ瀬１号線、市の瀬の公民館の前を今、工事

やっておる、これが終わったらこれにいこうという計画でございま

したが、おっしゃられるとおりその交差点が非常に危なっかしいの

は全員が理解しております。私自身も理解しておりますし、そこの

辺をまず先行してから工事ができるのかどうかということを、県の

ほうにも十分協議して、それができうれるように、また用地交渉な

んかもやっていきながら、努力をしていかにゃいかんということで

ございます。 

   そこをやれれるように精いっぱい努力していきますので、地元議

員さん初め関係の方々の大いなる御協力をいただければと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

11 番（西村清勇君）   

   よろしくお願いします。渡辺課長も、誰が次上がってくるか、わ

かりませんけども、ちゃんと引き継ぎをしていただいて、ぜひとも

早い期間に、これは皆さんが交通が不便にないように、通れるよう

になるように、ひとつよろしくお願いを申し上げたいと思います。

この四差路については、この質問を終わりたいと思います。 

   次に、塩化カルシウムのことでお聞きしたいと思いますが。 

ことしは２月の 19 日だったかな、思いがけない大雪が降りまし

て、80 年 100 年とも、ない、歴史のあんまりないような、30 センチ

も 40 センチも積もるというような大雪で、凍結がされました。その

凍結によって、農免道路の両際で、朝、行ってみると車が何台も両

際の上がり口で立ち往生して動かなくなっておったわけでございま

す。 

それを見て私が、これはいけないと思って役場のほうへ電話させ

ていただいて、塩化カルシウムはあるかよ、というて聞きましたら、

今ない、と言いましたけども、残りが４つあるというので、ほら４

つでもください、分けてくださいというて４つとって行きまして、
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まかしていただきました。 

それで、何時間かしましたら車もスムーズに車も通れはじめまし

たが、そうした後で、もう一度凍結がありまして、そのときはカル

シウムを注文をしてたようですので、注文のものが入ってきており

ましたので、確かに、それぞれの配置にきちっと置いてくれており

ました。 

ところが、その次の凍った朝は私は会がありまして、出て行って、

いなかったもので、遅く帰って来ましたので、次の朝、凍って通れ

んというような人がおりまして、それで見てみましたら、袋は全然

使ったような気配がない。一向に。ないので、これは凍結したとき

誰が、袋は置いているけど誰がこれを管理してまいてくんだろうと

思いまして、私がそのまこうと思ったけど、そのときはもう既に遅

かったので、誰が管理をするんかなと思ってそれをお聞きしようか

と思っておりましたけども、その後お聞きしましたら、業者のほう

へ任しておると。受託してるというようなことをお聞きしましたの

で、業者の名前はもう申し上げませんけども、業者の方にお聞きを

しました。 

そしたら、業者の方は、直接役場から取って帰って、たくさん、

ようけ取って行ったようですが、取って帰ってそれをまいたと。道

にあるものは、道路にあるものはまいてないと、いうようなことで、

確かに、まいていただいたようでございます。その、まいていただ

いたけども、余り溶けてなかったということじゃなかったんかなぁ

というように思っておりますので、誠意を込めていただいて、業者

に委託して業者がまくことになっておるというようなことをお聞き

しましたので、もうこれは答弁が要りません。 

産業建設課長（渡辺公平君） 

   農免道路３カ所に、塩カルのほうを置いております。毎年、年末

年始ずーっと置いておりまして、これはもう私が今、課長になって

８年目ですけど、それ以前から引き継いでおります。そして、地元

の沿線の自治会のほうに以前お願いして、また通行人のほうにも徹

底して散布していただいておったようですが、近年ずーっと散布す

るようなことが、はっきり言うてなかったんです。 

   ことしの１月になってものすごい大雪、その後、寒波が来るとい

うことはわかっておりましたので、おんなじように、町内置いちゅ

うところに確認をしてから置かした状態です。そのときに、西村議
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員からも連絡があって後のほうでうちのほうも対応しまして、これ

ほど大ごとになっちゅうんじゃったらもう町のほうで対応せない

かんということで、業者へお願いしたところです。 

   業者のほうには役場に、これは越知事務所のほうから急遽お借り

してから、在庫が随分あるということですので、そこで塩カルをお

借りしてから町のほうへ持って来て、それを業者のほうにもお願い

し、また、町内の自治会のほうからも、随分たくさんの塩カルを取

りにおいでになり散布していただいた経過ございます。やはり今回

は、業者のほうに農免道路の場合お願いしましたが、これはもうこ

れだけの大雪になって、農免道路至る所が凍結するような状態にな

れば、これはもうやむを得んかなぁと思います。 

やはり基本は、今まで、過去の先輩方が自治会の皆さんにお願い

したように、やっぱり沿線の自治会の皆さんに再度お願いしてから

散布のお願いをする、また通行人で気がついた方、危ないなぁと思

うた方は、そばに置いておきますのでそれを散布していただくと。

こういうことを、今回を教訓に改めて徹底せないかんと思うており

ます。どうぞまたよろしくお願いいたします。 

11 番（西村清勇君） 

   答弁は要らなかったですけども、ありがとうございました。こん

なことは私らが生きちゅううちはないと思います、多分。これほど

雪が降ってこういうことは。ないと思いますけども、もし、ないと

もあるかもしれませんので、ぜひまた気を配っていただきまして、

また業者にばかり委託するとお金もかかると思いますので、自治会

長さんを初め、言うていただいたら、できる人がそれぞれ地域を守

っていくということもできますので、声をかけていただいたらいい

と思います。ぜひとも今度ともまたよろしくお願いを申し上げたい

と思います。 

   それでは、次の、大変申しわけないんですけども、保育園じゃな

い保育所と訂正をお願い、していただきたいと思います。次からは

間違いのないようにしますので、まことに申しわけございません。 

   それでは、保育所について御質問をさせていただきたいと思いま

す。 

   黒岩保育所では、今現在、保育所では 43 名の園児が元気で伸び伸

びと暮らして遊んでいます。しかし、園内は非常に狭くて、また使

い勝手の悪いなかを、園長さんを初め保育士さんの皆さんが工夫を
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重ねながら、毎日毎日を１日１日送っているのが実態であります。 

おかげさまで町長や執行部の皆さん、また議会の皆さんの御理解

をいただきまして、新しく建てかえという運びになっておられるわ

けでございますけども、これからいろいろと用地の整地とか、それ

からまた建てかえに入っていくわけでございますけども、これから

の設計というか予定があると思いますので、その予定のほうを岡﨑

課長に、ひとつよろしく答弁をよろしくお願いします。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   西村議員の御質問にお答えいたします。まず最初にですね、この

黒岩中央保育所、新しく建てかえということで、最初にですね、地

元のほうでいろいろ用地の調整をいただきましてありがとうござ

います。改めて感謝申し上げます。 

   来年度、本格的に建築に入りますけれども、これからの予定につ

いて少し説明をさしていただきます。 

   今議会でですね、平成 28 年度の予算案を審議いただくわけです

けれども、その中でも予算案として計上しております、まずは造成

の関係でございますけれども、４月に入りまして早々に入札をさし

ていただいた上で造成工事に入りたいと考えております。 

   それから本体の、園舎の建築等でございますけれども、これは大

きな金額になりますけれども、５月、あくまで予定ですけれども、

５月ぐらいに入札さしていただいた上で、６月の定例議会にお諮り

さしていただいた上で着工ということを予定しております。工期に

つきましては、建築に係りましては約８カ月程度かかるのではない

かと、今考えております。 

   ですので、着工が７月ぐらいになりますと、予定としては 29 年の

２月ぐらいの完成ということで、今のところ考えております。翌３

月にはですね、新しい園舎のほうへ引っ越しをして新年度を迎えた

いということでございます。よろしくお願いします。 

11 番（西村清勇君） 

   わかりました。４月から５月までには整地のほうは、造成のほう

は難しいんじゃないですかね。ちょっと、期間的に。というような

気がしますけども。 

それはともかくとして、この間の新聞に出ていましたが、今、国

のほうでは、オリンピック競技場で聖火が入ってなかったというこ

とで大騒ぎをしておりますが、ああいった大きなかっちりしたとこ
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ろでも、そういう聖火というものは必ず入っておらないかん、世界

でどこでやっても聖火は必ずついておりますので、当然のことだと

思いますけども、入ってなかったというて大騒ぎをしております。 

この設計をしたのは隈研吾さんですかね、この隈研吾さんのこと

で、この間のこと新聞に出ておりました。もう皆さん御存じだった

と思いますけども。隈研吾さんにつきましては、梼原の雲の上のホ

テルですかね、それから梼原の庁舎、役場を設計をした人らしいで

すね。私も知らなかったけども。その隈さんが、できればまた梼原

の製品を持って行って、使えれば使いたいというようなことを、見

ました。 

そういったことで、私も今度建てかえのこの保育所につきまして

は、ぜひとも、どういった構造物であるか、予定を聞いておりませ

んけども、できれば木造でやっていただきましたら、木造は非常に、

ぬくもりやそして健康だとか、いろいろ、ほかの構造物に比べて非

常によいというようなことを隈さんも書いておられました。私もそ

のとおりだと思いますが。この構造物については、町長はどのよう

につくっていきたいというように考えておりますでしょうか。よろ

しくお願いします。 

町長（堀見和道君） 

   御質問いただきましてありがとうございます。西村議員の御質問

にお答えさせていただきます。 

   隈さん、隈研吾さん、私の先輩でもあります。すばらしい設計を

されてる方ですが。黒岩中央保育所の構造につきましては、今年度

プロポーザルを行うときに、構造は木造による計画をしてください

ということを設計条件にしましたので、当然今、木造ということで

設計を進めております。 

   やはり、西村議員のおっしゃるように、暖かみもありますし、木

から出される成分が体にもいいと。香りもいいということで木造に

するように計画進めております。林業との組み合わせ、連携も含め

てですね、あした、園児の皆さんが木の伐採と枝打ちと。そういう

ことも体験をして、自分たちが枝を伐採した木が園舎に使われると。

いうようなそういう木育的なことも取り組みをしたいと思ってお

りますので、楽しみにしていただければというふうに思っておりま

す。以上です。 

11 番（西村清勇君） 
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   本当に、ありがとうございます。黒岩の保育所の保護者さんの皆

さんは、本当に期待をされておられると思います。これから工事に

入って大変だと思いますけど、ぜひひとつ、精いっぱい努力してい

ただいて、またでき上がっても、よそからも黒岩の保育へ視察に行

きたいよというような保育になるように、ひとつ努力をしていただ

きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

   それからこの問題ですが、この間から、近くの方からいろいろと

お話や電話がきまして、近所の方に全然声がないと、まだ。いうて、

どうしたことじゃろうかという電話もかかってもきましたが、ぜひ

一度、整地を始めるまでに、各公民館で連絡をして集まっていただ

いて説明をするなり、家そのものは余りありませんので各家を回っ

てもいいですし、ぜひひとつ地元の了解を得て施工に入っていただ

きたいとこのように思っておりますが、いかがでしょうか。 

健康福祉課長（岡﨑省治君） 

   お答えいたします。地元への説明については、周辺の、特に住宅、

町営住宅もありますし、住まわれている方がたくさんおいでます。

ですので、造成工事に入る前までの間にはですね、きっちりと地元

への説明をさしていただいた上で、当然長い期間の工事になります。

御迷惑もかけることもありますので、その辺、説明をさせていただ

いて、それから建築工事に入るまでにはですね、具体的な建築のス

ケジュールもあると思いますので、その辺も含めて、説明をきっち

りとしていきたいと思います。 

11 番（西村清勇君） 

   中には、子供が来たら、うるさくてたまらならへんろうかという

ような人もおるにかわりません。ので、みんながいいわけではあり

ませんけども。そういっても、自分が今子供がいなくても、先には

孫やひ孫、それぞれ保育所というものは使っていくわけですので、

了解はもらえると思っておりますけども。早めに、なるべく、そう

いう説明をしながら進めていってもらったら間違いがないんじゃ

ないのかなというような気がしますので、また声をかけていただき

ましたら、私もいつでも行きますし、ぜひ、ひとつよろしくお願い

を申し上げたいと思います。 

   それでは、黒岩保育所については、これで終わりたいと思います。 

   次に、町議、町長となってますけど、町長、町議というがが本当

じゃったかもしれませんが、町長、それはまことに申しわけござい
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ません。選挙について、ちょっとお尋ねをしたいと思います。 

   この質問につきましては、以前、永田議員さんから、この問題は

ここでしたように思っております。再度、また私のほうからやらせ

ていただきたいと思います。 

   自分の選挙は非常に早いもんで、選挙まで後 1 年半ちょっとぐら

いに、はや、なってまいりました。日本全体が同じこととは言われ

ますけども、非常に高齢化がどんどん進んでまいりまして、佐川町

でも 70 歳以上の方が 3,500 人ぐらいおるというようなことをちら

っとお聞きしました。そういったことで、佐川町全体が非常に高齢

者が多いというようになっております。 

そういった意味で、以前から比べると、非常に投票所が少ない。

それで例えば、自分くのことばかり言ったら失礼かもしれませんけ

ども、庄田ぐらいを見ましたら、大きな、ほかの部落が３つかかっ

ても足りないくらいな大きな部落です。そういった部落にさえも投

票所がないというようなことで、おじいちゃん、おばあちゃんが、

もう、行きたいけれどもタクシーで行ったら３千円も４千円も要る

と。来てもろうて。とてもじゃない、よう行かんというような人が

たくさんおります。そういったことで、投票率はどんどんおちてい

くと思います。 

ぜひ、私はもとのとおり戻せとは、はっきり言いませんけども、

もう少し、投票所の箇所を設けたらどうかなと思いますけども。こ

のことに、先、ついて、ひとつ、答えお願いしたいと思います。 

選挙管理委員会事務局長（横山覚君） 

   西村議員の御質問にお答えをいたします。本町の投票区につきま

しては、行政改革の一環また社会情勢の変化などを考慮いたしまし

て、平成 18 年に 20 投票区から 15 投票区に削減をし、現在に至っ

ております。 

   この間 10 年が過ぎまして、高齢化の進む中、選挙におきましても

高齢者、障害者の投票環境につきまして、その向上につきまして、

その対策方法が取り上げられるようになり、県では県内の市町村に

対し、高齢者対策についての状況調査も行われだしてきております。

このような中、本町では、庄田自治会から投票所の再設置要望が出

されたことから、現地調査を行うとともに検討を行ったところです

けれども、国や県においては、投票率の向上、特に高齢者、障害者

の方々など、投票所への移動手段が困難な方々への投票機会の確保
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対策の検討が行われだしてきました。 

   また、本町においては、佐川町地域公共交通会議によりまして、

公共交通のあり方が検討され、来年度には実証運行が始まるという

ことになっております。 

   これなどの状況によりまして、これらの状況をもう少しの間、見

定めたいとのことから、現時点では投票所の再設置は行わないとの

回答をしておりますけれども、選挙管理委員会といたしましても、

現在の投票区が十分であるとは認識をしているわけではございま

せん。国や県、佐川町の地域公共交通会議の動向を把握いたしまし

て、その上で、新たな投票区の設定、見直しを行いたいと考えてお

ります。よろしくお願いします。 

11 番（西村清勇君） 

   投票所を増やすことによって、経費は確かに余計要ると思います

けども、その投票率が低くなるというがは、やっぱり先ほどもあり

ましたけど、若い人は余り選挙に関心がない。けども年配の人はす

ごく関心がある。なんとかしていきたいというように、本当に、こ

れを増やさないと、投票率もまだまだおちていくような、私は、気

がいたしますし、これは管理委員会の問題もあろうかと思いますの

で、1 年半いうたら、もうあっという間に来ますので、選挙管理委

員会でも協議をしていただきまして、なるべく近い距離で投票がで

きるような形をとっていただきたいと、このようにお願いをして、

この質問は終わりたいと思います。 

   次に、観光行政について御質問をしたいと思います。 

   上町の汽車について質問をしたいんですけど、この質問は先ほど

中村議員が質問をしましたので、町長の答弁によりましたら、長い

時間をとって解決していきたいというようなお話じゃったと思い

ますので、私と同じような質問を中村議員がされました。 

その中で、町長は長い時間というのは、やはり、町民の意見、そ

ういったもので迷いが確かにあるからだと私は思います。これは榎

並谷町長のときに、もう議決もされて、土地も買って、もう手を入

れてるわけでありますので、やるのかやらないのか、早く結論を出

したほうがいいんじゃないろうかと私は思っております。 

そうしないと、長い期間がたちますと、またＪＲのほうも担当者

が多分かわってくると思いますし、また一からになってきますので、

早い時間に、私はしたほうがいいんじゃないかと思いますけど、町
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長は長い時間をとってと言いましたけども、もう一度町長がお考え

あれば、答弁をしていただいたらいいと思います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。長い時間ではなくて、少し時間をか

けて検討したいと思いますというふうに答弁をさせていただいた

と思います。 

佐川町の観光を今、上町、歴史的な町並みの整備、あと町歩き、

牧野公園の整備等、今、佐川町らしい観光のあり方を模索しながら

進めているところであります。まだ、始めて２年という状況かと思

いますが、やはりもう少しですね、やっぱり５年ぐらいたってみな

いと佐川町の観光として、どういう立ち位置で観光施策を進めてい

ったらいいかっていうのは、なかなかわからない部分もあると、正

直思っております。 

   観光協会としても、どういう仕事をしたらいいのか、どういう方

向を向いて進んで行ったらいいのかということを、少し模索しなが

ら今やっているところであります。行政としましては、佐川町の観

光施策としては、観光を推し進めることで佐川町の皆さんが幸せに

なること、佐川町の皆さんの幸せのために観光を推し進めるんだと

いう方向で、今進めております。 

その中で時間をかけながら、客車を上町に持って来ると、佐川町

の皆さんが喜んでいただいて、その佐川町の観光という切り口で、

皆さんが幸せになれるかどうなのかっていうことを、少し時間をか

けて見きわめたいと。そういう思いで、時間をかけて検討をさせて

いただきたいというお話をさせていだきました。やはり、拙速にな

らないように、じっくりと考えていきたいなぁというふうに思って

おります。以上です。 

11 番（西村清勇君） 

   わかりました。時間をかけてと書いておりましたけど、見当たり

ませんでしたので、えらい私の間違いでした。確かに、そのほうが

いいかもわかりませんし、長い時間がたつとまた難しくなってくる

かもわかりませんけども。これは、私はなるべく早うに、持ってく

るんだったら持って来たらいいというように思いますけども、また

議会とも協議をして決定をしたらいいなぁというように思います

ので、どうかよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

   それでは次に、ものづくり事業について。これは今、町長が地場
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産の上の、栗田さんが、名前を言ってもこれは構いませんので、モ

デルをたくさん置いておりますが、そこの一角へつくろうとしてい

ることにつきまして、お尋ねをしたいと思いますが。 

あそこはもう見たとおり非常に狭く、今現在なっております。そ

んな場所があるんだろうかと思って、何回も行って確認をしました

が、お話を聞くと、ずっと奥のほうの、やれるぐらいなスペースが

あるというようなことで、そこでやりたいというようなことをお聞

きしておりますが、町長として、どうしてもあの２階でそのものを

やらなければいけないという根拠を、町長に聞かしていただきたい

と思いますけども。何が、何であそこでなければいけないのかとい

うことを、ひとつお聞かせ願いたいと思います。 

町長（堀見和道君）    

   お答えさせていただきます。昨年の 12 月末に、くろがねの会さん

と協議をさせていただいて、基本的に地場産センターの２階の４分

の１か３分の１ぐらいのスペースで、ものづくりの事業を進めると

いうことで、おおむね合意になっておりました。 

その後、くろがねの会さんから再度、やはりスペース的に狭いん

ではないかというお話がありまして、協議を重ねた結果、地場産セ

ンターの２階でものづくりの事業を行うということは見合わせよう

ということで、地場産センターを使ってものづくり事業を進めると

いうことは、取りやめにしました。 

今、ほかの場所を探し始めたところであります。それは、町の施

設も含めて、あと個人の持ち物、民間の持ち物をお借りするという

方法も含めて、今、場所を探しているところでありますので御理解

をいただきたいと、そのように思います。以上です。 

11 番（西村清勇君） 

   わかりました。私、この間も、土曜日でしたが、あそこへ行って

きましたが、そのときちょうど 40 名ぐらいな観光客が来ておりま

した。その中で、吉野さんが観光客の方に観光して説明をされてお

りました。 

   そのときも、あの風景を見たところ、もう 40 名ぐらい入ると、み

んなが固まっておらず、ばらばらになっておりますので、もう本当

にいっぱいで、ここではどうしても無理だなぁというような感じが

しましたし、それからまた、吉野さんだけじゃなしに説明する人も

おるかもしれませんけども、ああいうように説明している中で、あ
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そこでやって、物事をやって、どんどんどんどん音を立ててやると、

それにも気が散りますし、私は、ぜひそういったことは、場所がな

ければですけど、またなかったらつくったらいいと思いますので。

ちょうどあそこでやるということは、どうしても無理がいくんじゃ

ないかなというようなことで、きょう質問をさせていただきました

けども、町長の答弁で、そういった場所を考えておるという答弁で

すので、ぜひともまたえいところを見つけてやっていただきたい、

このように思います。 

   例えば、地場産の上じゃなくても、下にも広い倉庫がありますし、

地場産、ちょっとできるかどうかは私もわかりませんけども、場所

的には十分できるぐらいなスペースがあると思います。そしてまた

地場産の２階でやると、できるというくらいなスペースなら、佐川

駅前にも水の科学をやりよったところも、あそこもすいておるんじ

ゃないかと思いますし、いろいろと、場所は、考えればあると思い

ます。 

   ぜひともまた、それに沿ったいい場所を構えていただいて、ぜひ

やっていただくようにお願いを申し上げたいと思います。 

   それでは、ものづくり事業につきましては、これで終わりたいと

思います。 

次の、竹村家の使い道についてはもうお聞きもしておりますので、

省きたいと思います。 

最後に、加茂のセルコの跡に来てくれるグローリープロダクツ、

何か読みにくい名前ですけども。この会社について、お尋ねをして

みたいと思います。この間、第１番目の採用があったと思います。

佐川町だけじゃなし日高、高知市内でしたかね、何カ所かで募集を

しよったようですが、何人の方が採用をされたのか、わかっておれ

ば、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   西村議員の御質問にお答えをさせていただきます。グローリープ

ロダクツにおきましては、現在のところの雇用につきましては、こ

の３月からの一部の稼働に向けまして 43 名の採用があったと聞い

ております。そのうちですね、佐川町民の方々は 10 人、採用と伺っ

ております。以上でございます。 

11 番（西村清勇君） 

   40～50 人とは聞いておりましたけども、実際には 43 名という答
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弁をいただきました。このグローリープロダクツ、この会社はすご

い大きな会社で、これを見ますと、作業人数が 525 人。そしてパー

トを含めて 715 人という非常に大きな会社と私は思っております。

本当にこの、今人口が減る中で、こういった大手がこられるという

ことは、非常にうれしく思っております。私たちも、以前から、ど

っかが来てくれて雇用はないかなぁという、ほんとに、ことばかり

を考えておりましたけども、いろいろ当たってみても、なかなか来

てくれる会社はなかったというようなことで、セルコがなくなって

佐川町も大きな打撃を受けとったと思いますし、本当にうれしく思

っております。 

   この、今は 43 名しか採用しておりませんけども、先には 200 人

ぐらいに増やしたいと、雇うんやというようなことも聞いておりま

すけども、作業員につきましては高知から来る方も、そしてまたい

のから来る方も日高から来る方もおいでるとは思いますけども、や

はり会社がきてくれたら確かに、税金も落ちて佐川町にはメリット

があるわけですけども。 

それでなくて、やっぱり今度入ってくる従業員の方が佐川町で住

みたいと、これからも住みたい、また住んでいただきいたいという

ようなことがあり、また住んでいただくことが、佐川町も人口が減

少しておりますので大きなメリットになるんではないかというよう

に、私は考えておりますけども。 

そういったお話があったときに、佐川町に住んでいただく、ここ

へ入ってくださいというような、例えば、マンションでもそれから

町営住宅でもそうですけども、町営住宅にしましても、それほどな、

空いてる住宅は現在ないと思いますし、これからそういった話があ

ったときは、ぜひ来てくださいという構えをしていかにゃいかんじ

ゃないかと、このように思いますが、そこら辺のお考えは、町長は

どのように思っておりますか。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。民間企業で、佐川町内にアパート、

マンションを計画をしてもいいかなぁというふうにお話をいただ

いている会社さんもあります。 

   基本的に、佐川町内では、アパート、マンションの数が少し不足

をしてるというふうに感じております。なかなか住むところが見つ

からないという中で、民間企業でマンションを建てようかなと、土
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地があるのでマンション建設をしてみようというお考えがあると

ころがあります。 

   基本的に、今、日本全体としてですね、公営住宅はあんまり新し

くつくらないと。基本的に民間の供給がこれだけある中では、町営

住宅はつくらないほうがいいだろうというふうに判断をしており

ますので、動向を見ながら判断をすることにはなると思いますが、

民間の方々、個人も企業も含めて住宅を建ててくれることを心から

期待をしております。以上です。 

11 番（西村清勇君） 

   民間の方がそういった、アパート系を、どんどん建ててくれると

か個人的にも建ててくれるとかいうことがあれば、それは願っても

ない幸せなことだと思いますけども、やる人がなければ、ずーっと

進んでいくわけですけども、進んでいって入るとこがなければ、佐

川になければよそへ入ることになろうかと思います。 

   これがいつごろ 200 人に増えるかはわかりませんけども、200 人

を切るかもわからんし、200 以上になるかもわからないというよう

に私は思いますし、せっかく佐川へこんな会社ができたのに、よそ

に従業員が全部行かんといかん、佐川町には住んでないというよう

なことが起きたら、やっぱり佐川のメリットは非常に少なくなるし、

佐川で若い人が、多分若い方が入られると思いますので、佐川町に

住んで、また子供をつくっていただいて、佐川で生活する。やっぱ

り商業関係にも非常にメリットがありますし、早めに、これにも手

を打って、いいですよ、いつでも来てください、ありますよ、とい

うような感じをしていかないかんじゃないろうかというように私

は思います。 

もうその場になって、入るとこはありませんよとかいうことにな

ると、またよその町村へ行かれるというようなことは十分あります

ので、今、町長は、庁舎はもう増やしたくないと、増やさんがじゃ

あというような答弁でございましたけども。 

今、若い人もそうですし、大体の方が新しいものを好む。去年で

したか、越知町へも 50 戸の住宅ができまして、そこにも佐川町から

もかなり流れて行ったということで、人口が、佐川の、減っていく

というようなことでしたが、佐川にもまだ上郷にも住宅を、あれ何

棟あったかちょっと覚えておりませんけども、かなりあったところ

を壊して、今、空き地になっております。 
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それからまた、あそこのちょっと寒いですけど、立野の手前の若

草保育園か、あそこの前にも広い土地もあったりしますし、東町に

もあります。そういった土地は十分、いろいろと､飛んでおりますけ

ども、ありますので、余りそんな大きな４階建てじゃ５階建てじゃ

ちゅうことは考えんずつ３階建てぐらいなまでのものを建てて､若

い人にまた､よそから入って来て入っていただくというようなお考

えは全くないんですかね。答弁をよろしくお願いします。 

町長（堀見和道君） 

   お答えをさせていただきます。町有地の有効活用に関しましては、

今、前向きに進めております。その中で町営住宅を新しく建設する

という計画は､現時点ではございません。基本的に民間、個人の方が

建てていただけるという可能性があるのであれば、そちらのほうを

様子を見ながらですね、民需を圧迫することなく､やっぱり行政と

してどういう施策を打っていったらいいかということを慎重に考

えたいなというふうに思います。 

   また今、社会の大きな流れの中では、人口がどんどん減っており

ます。空き家もこれからどんどん出てきます。新しい住宅がいいと

いうことは、これもう間違いのない思いだと思いますが、やはり全

てを新しくするということになると、予算も膨大なものがかかりま

すので、本来建物をいうのはしっかりつくっておけば、50 年 100 年

は十分使えるものでありますので、やはり古いものも大事にしなが

ら、使えるものは使って､新しくつくる必要があれば新しくつくる

というような形で、慎重に判断をしていきたいというふうに考えて

ます。以上です。 

11 番（西村清勇君） 

   わかりました。いろいろと農免道路につきましても、それからま

た黒岩保育所、いろいろな質問をさしていただきましたが、それぞ

れ要望を申し上げました。ぜひとも、私たちも、やはり町民の幸せ

を考えながら、また道についても事故のない､みんなが無事故で通

勤できるようなことを考えながら質問をさせていただきましたが、

どうぞ今後ともよろしく､この要望になるべく応えていただきます

ようにお願いを申し上げまして､この場から質問を終わりたいと思

います。ありがとうございました。 

議長（藤原健祐君） 

   以上で、11 番、西村清勇君の一般質問を終わります。 
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   ここで、15 分休憩します。 

   15 分まで休憩します。 

 

   休憩  午後２時 

   再開  午後２時 15 分 

 

議長（藤原健祐君） 

   休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   引き続き、一般質問を行います。 

   10 番、永田耕朗君の発言を許します。 

10 番（永田耕朗君） 

   10 番議員の永田でございます。私は、この場での所見を差し控え

たいと考えておりますので、通告に従いまして質問に移ります。 

   まず、身近な問題でありますが、上町周辺の観光振興についてと

いうことで通告を出しておりましたが。まず 1 点目でありますが、

開会初日の町長の行政報告の中にもございましたが、観光客数が 1

万 4,600 人、前年比 20％増という報告がございました。また、片岡

課長の先ほどの話でも、入り込み客が 1 万 8 千というような説明が

ございましたが、上町周辺のだんだんの整備が進んだということも

ございますが、何と言っても、くろがねの会を初め、多くのボラン

ティアの皆様方の活動が佐川の観光を支えていると考えるところ

であります。 

   観光客が増えてくると、それなりに受け入れ態勢も対応しなけれ

ばならないと考えるわけでありますが、今、上町周辺への大型観光

バスの受け入れ態勢が重要ではないか、また大型トイレの設置、こ

れも急がれるものではないかと考えるわけでありますが、執行部と

しては、大型駐車場またトイレの設置等について、どのように考え

ておるのか、また将来に向けて､どのような構想をお持ちであるの

か、説明をいただきたいと思います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   永田議員の御質問にお答えをさせていただきます。まず大型バス

の駐車場の確保等につきましては、上町地区の観光にとりまして、

駐車場の確保については重要な課題として認識をしております。 

   個人客用の駐車場と団体用バス駐車場の両面を考える必要があ

りますが、永田議員の質問の大型バス等の駐車場につきましては、
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専用駐車場を上町周辺に整備することがベストとは思っておりま

すが、現実的にはなかなか厳しいのではないかと考えております。 

   そこでまず、乗降場所の確保を図っていきたいと考えております。

そうすることにより、周辺地区で安全な乗降を可能にし、役場ある

いはナウマングラウンドの駐車場でバスの待機、バスが待機いただ

ければ観光客の方々にも不便をかけることなく､佐川の観光を楽し

んでいただけるとも考えております。 

   次に、乗降場所としましては、町施設である地場産センターの前

で乗降ができる場所ではありますが、ここにつきましては、地場産

センターのお客さん用に現在使われておりますので、少し調整が必

要かと考えております。また、道路をはさんで東側に空き地がござ

いますので、そちらのほうを借り上げるといったことも考えており

ます。乗降が可能になるのではないかと､借りれれば可能になるの

ではないかとも考えております。今後はまた、関係団体とも協議し、

進めていきたいと考えております。 

   また、トイレの設置につきましては、以前、議会のほうでも質問

をされましたが、現在のところ上町地区には牧野公園の入り口と観

光協会の横のほうにもトイレも設置させていただいております。一

定そこで確保できているのではないかと考えておりますので、今、

新しいトイレの設置という方面では、考えは至っておりません。以

上です。 

10 番（永田耕朗君） 

   重要な認識ということはお持ちのようでありますけれども、今ま

でに用地の交渉とか用地を取得したいというような議論はなされ

たことはないのか。あの周辺にかなり広い土地もありまして、前々

からいろいろ話が出ておりまして、西町の自治会からも、以前に、

地震対策として、避難所として広い土地を確保してもらいたいとい

うような、確か請願であったと思いますが、議会としても採択をし

ておるということがあると思いますが。そういった広い土地に対し

ての交渉をするというお考えはないのか、再度お尋ねをいたします。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   永田議員のおっしゃるような土地が周辺にはあろうかと思いま

すが、今のところですね、交渉をしている状況には至っておりませ

ん。以上です。 

10 番（永田耕朗君） 
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   やっぱりこれから観光事業を拡大するということになりますと、

やはり大型バスということであろうと思いますが、この４日の開会

日にも大型バスが２台、民間の事業者のところに駐車をしておりま

したが、どうしても大型バスを受け入れるような態勢を整えるべき

ではないかと考えるわけであります。 

   それから、先ほど片岡課長の答弁の中にもございましたけれども、

地場産センターの道路をはさんで東側に細長い土地がありますが、

これ、ボランティアの方々の話を聞いてみますと、年間に 10 万ぐら

いで借れるというような話も伺いました。年間 10 万ということに

なれば、そんなに大したものではないと考えるわけでありますが、

大型の駐車場が確保できるまでは、何とか応急的にそういったこと

も検討すべきじゃないか。また周辺の民間の土地に対しても､有料

で１回なんぼとか１台なんぼとかいうような､借り上げと、借り上

げて使わしていただくというようなことも可能ではないかと考え

るわけでありますが､そういった、検討する余地はないか、お考えは

ないのか､お伺いをいたします。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   お答えをさせていただきます。永田議員のおっしゃる地場産セン

ターの近くの民間の駐車場につきましては、現在も御協力をいただ

きまして、観光用のバスをとめさせていただくこともあります。た

だし、商売の邪魔にならない範囲でお願いをしているところであり

まして、これからも、あくまで商売の邪魔にならない範囲で、例え

ば乗降場所として 10 分程度利用させていただく、そしてその後、役

場の駐車場とかナウマングラウンドの駐車場で待機していただく

などの方法を考えてお願いをしてみたいとも思っております。 

今後は、関係機関とも調整をし進めていきたいと考えております。

また、地場産センター東側の空き地の駐車場につきましては、一定、

また関係者とも協議をしまして、今、舗装とかそういう整備ができ

てませんので、借りるということに至りましたら、整備をして利用

さしていただきたいとも考えております。以上です。 

10 番（永田耕朗君）  

   なかなかこの土地の取得というものは相手方があることであり

まして、早急にということも難しいかもしれませんけれども、取り

あえずそういう、執行部が大型駐車場土地を取得というそういう取

り組み姿勢を見せるということが重要ではないかと考えるわけで
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あります。 

   せっかく周辺には､かなり広い土地があり、不動産業の話を聞く

と､売買も可能ではないかというような話も､私は承っております

が。ぜひそういったことも１つの視野に入れて、これからの佐川町

の観光振興策の１つとして、まず大型駐車場。 

そして先ほど課長が､トイレは今のところ上町にもあるというよ

うなことを言われました。確かに、あることにはありますけれども

地場産センターの２階にもありますけれども､やはり観光地に行っ

て、大型バスから 30 人、40 人が降りたときには、やはり、大型のト

イレというものが不可欠であります。ぜひとも、お客様を迎える､お

もてなしの気持ちがあるならば、そういったことも対応するべきじ

ゃないかと考えるわけであります。 

ぜひとも、この観光産業、1 つの佐川の目玉になろうとしておるわ

けでありまして、これからせっかく佐川に来てくれるお客様に対し

ての受け入れ態勢の拡充というものが急がれると考えるわけであり

ますので、ぜひとも担当課におきましても、今後とも協議をいただ

きながら前向きな取り組みをしていただきたいと考えるものであり

ます。 

駐車場の件は以上でございますが、続きまして､地場産センターの

２階の有効活用ということで通告を出しておりました。先ほど、西

村議員に対しまして町長のほうから御答弁がございましたので、重

複する部分もあろうかと思いますけれども、私が通告が最後という

ことでありまして、お許しを願いまして、私の考えからお伺いをし

たいと思うわけでございます。 

この地場産センターにつきましては、10 年、８年ぐらい前には、

余り使い道のないような建物であったと考えるわけであります。そ

れが、商工業者の中から、西町周辺が廃業等で空き家が目立って人

の流れがないなったけ、何とか人の流れを起こしてくれんかという

ようなことが商工会へ要望がきたわけであります。 

そこで担当課と協議をして、地場産センターの２階へ喫茶店に入

っていただいたという経緯があるわけでございます。そして今、町

並み模型の展示が評判となって、佐川の観光の目玉といっても過言

ではないと私は考えておるわけでありますが。この２階に、ものづ

くりのスペースにするという話をお伺いをしたのが、先月の 22 日の

議案説明の後であったと思います。 
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そのときには、かなりしっかりした地場産センターの２階のもの

づくり大学に対しての配置図というものができておりまして、担当

課長からは、私たち数人の議員がそこを見に行ったときに説明を受

けたわけでありまして、その時点で、どうもこれはこの人気のある

町並み模型を取りのけてものづくりがくるというのは、ちょっとこ

れは異常じゃないかという思いで通告に至ったわけでありますが、

先ほど、町長が取りやめという答弁がございました。この、取りや

めに至った経緯、蒸し返すわけではございませんが、町長のお考え

なのか、あるいはどこかそういうアドバイスがあったのか､町民の意

見というものを尊重したのか、お構いがなければ､町長のこの転換し

た意味をお聞かせいただきたいと思います。 

町長（堀見和道君） 

   御質問いただきまして、ありがとうございます。永田議員の御質

問にお答えさせていただきます。昨年の末、12 月の末に、くろがね

の会さんと役場の中で、ものづくり大学の場所について地場産セン

ターの２階でいかがでしょうかということで協議をしました。 

   そのときに、なぜ、地場産センターがいいかというふうに至った

経緯をまず話ししますと、地場産センターはそもそも佐川町の産業

を振興するための拠点であるという位置づけで、国の補助金もいた

だきながらつくった施設であります。 

   今後、農業、林業を初め、地元のまず 1 次産業を活性化をしなが

ら 6 次産業化につなげていくという中で、ものづくりの新しい取り

組みをしたいということで、地場産センターの中でできればいいな

ぁというふうに考えました。 

   模型があることは当然承知の上で、今の模型がほぼ同じスペース

で、外す模型も 1 点か２点、数点というなかで、スペース的には今

の模型と模型の間隔のスペースもとれるということで、図面上で御

理解をいただいて、おおむね合意をいただいたかなぁというふうに

私は認識をしております。 

   その中で、最終的には２階の３分の１がいいのか、４分の１がい

いのか、どのあたりを境にするのかっていうことを、現地で､年明け

てから確認をしながら進めていきましょうということでお話をさ

せていただきました。その後、くろがねの会さんのほうからも、い

ろいろ検討した結果ですね、いろいろ、音のこともあるし､スペース

的にやっぱり狭くなるんじゃないかという御心配がありました。 
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   音の問題に関しては、今、東京などでもその機械を置いて、喫茶

店として、人が集まるところとして実際に運営をしているところも

ありまして、それほど大きな音で、とても声も聞けないということ

にはならないかなぁということも、こちらとしては考えておりまし

たが、やはり、実際にそれを見ていらっしゃるわけじゃないもので

すから、いろいろ心配がある中で、２月になって２月の終わりにで

すね、やはりくろがねの会さんのほうから、やっぱり心配もあると

いうことで、別の場所でもできるんじゃないかというお話もありま

したので、町のほうで無理にそれを押し通そうというふうには全く

考えておりませんでしたので、担当者から､そういう話になりまし

たということで説明を受けた上で、私のほうで、もう地場産センタ

ーでものづくりの事業をやることは、もう取りやめをしようという

決断をさせていただきました。 

   やはり住民の皆さんの声を聞かせていただいた上で、しっかりと

慎重に適切な判断をしなければいけないという思いで、今回の判断

に至ったわけであります。以上が経緯になります。よろしくお願い

します。 

10 番（永田耕朗君） 

   くろがねの会あるいはまた住民の声を尊重したということであ

りまして、これは本当に町長の賢明なる判断であろうと考えるわけ

でありますが、もともとこの地場産センター、今、本当にすごい観

光客によって佐川の観光のシンボルとして評価が上がっておると

考えるわけでありますが、ここを縮小するという話を聞いたときに、

私どもは驚いたわけでありますが。それによって多くの議員が、何

でこの地場産センターの展示物を縮小するかという議論をいたし

ました。 

   その中で、あの１階部分をものづくりに活用してはどうかという

ようなことで、１階部分も詳しく見せていただきましたが。町長は､

地場産センターの１階部分、最近見たことはございますか。 

町長（堀見和道君） 

   １階部分につきましても何回も足を運んで確認をしました。その

中で、１階部分はもともと駐車場という用途で､建築の確認をとっ

ております。居室、人がいる場所に変えるためには､人がいる場所に

とって必要な採光ですとか、排煙ですとか、いろいろ建築基準法を

クリアをしなければいけない要件がありますが、１階部分に関して
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は、もともとが駐車場ということで、天井も低く設計をしておりま

す。その中で、人がいるための排煙が建築基準法上とれないという

判断をしまして、１階ではできないから、別の場所で探そうという

経緯にも至っております。以上です。 

10 番（永田耕朗君） 

   私どもは、そのものづくり工房がどれくらいのスペース、あるい

はどれくらいの天井の高さというものが必要かということはまだ

詳しい認識はございませんけれども。あの１階をそういうことで活

用できるならば、観光客もあの周辺でバスから乗り降りするという

ことになれば、そういったことで、またお客様に見ていただける佐

川の新しいものづくり事業を見ていただけるというようなことで、

１つの方法ではないかということを考えておったわけであります

けれども、スペース的に無理ということであるならば、またどこか、

場所探すなり、また建築するなり検討していかなければならないと

考えるわけでありますけれども。 

今の、ぜひとも２階のスペースを､町並みの展示ということで保全

をさしていただきたい。ボランティアの方々の話を聞くと、町の建

物を無償で借りておるので町長に出て行けと言われたらば、わしら

もそりゃ出て行かんとしようがないというようなお話も聞きました。 

   町民としては非常に弱い立場と申しますか、町民の財産でありま

すけれども、町長がそういうような判断を下した場合には、大変お

りずらいということもございますので、ぜひとも、そういった､今せ

っかく観光の目玉で軌道に乗っておる地場産センターの２階を、引

き続き町並み展示物に使用させていただくような配慮を願いたい

と思いますが、ここでひとつ、私もせっかくでありますので、観光

客の方々に、模型展を見たところの感想をいただいておるものがあ

りますので、少し借りてまいりました。 

   いくつか御紹介をしてみたいと思います。 

名古屋市の長崎さんですが、感想として「偉人よりも歴史よりも

栗田さんすごい」と書いてあります。また愛媛県の石野さん「町に

帰って、佐川町をマップを見せてＰＲさせていただきます」、高知市

の後藤さんですが、「これで 10 回以上になりますが、何度来ても感

動します」、名古屋市の新谷さんですかね、「今回は深尾家の完成が

見れてよかったです。次回も期待しています」、津野町の西村さんで

す。「すごい、作者の頭の中をのぞいてみたくなりました」、高松市
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の岡田さん、「医療生協つりや支部の行事で佐川町の町並みに来まし

た。模型の素晴らしさに圧倒され、みんな喜んでいます」 

   こういった感想が寄せられておりまして、本当に佐川町にお越し

の観光客の皆様方はあの町並みの模型に感動しておるということ

でございまして、ぜひともこの展示場所が将来に向けて観光客に活

用されますように、この場からお願いをしておきたいと思います。 

   ちょっと、町長、一言ございませんかね。 

町長（堀見和道君） 

   答弁させていただきます。誤解のないようにしていただきたいん

んですけども、出て行けということを言ったことは一言もございま

せんし、無理やり出て行きなさいとか居づらくなるようなことをし

たことは一切ありませんので、それだけは誤解のないようにしてい

ただきたいなというふうに思います。 

   スペースについての協議をさせていただくときも、極端に模型の

スペースが狭くなるようなことは全くありませんということで説

明もさせていただいております。それは本当に事実でありますので、

その中でいろいろ御心配なこともあったようですし、新しく、もう

１つ、２つ、模型もつくっておきたいという話もありました。トー

タルで判断をして､２階の地場産センターの２階につきましては、

今のまま模型だけで､模型の展示で観光客の皆さんに楽しんでいた

だくのがいいだろうという判断をしまして、今回はものづくりの事

業をやるということを取りやめにしましたので、また何か蒸し返し

てですね、やっぱりやるんだとかっていうことにはなりませんので、

御理解をいただきたいというふうに思います。以上です。 

10 番（永田耕朗君） 

   今の地場産の２階の展示物は全く補助金もなしで本当のボラン

ティアであそこまで立ち上がったということで、私たち町民も将来

に向けて応援をしていかなけれならないんじゃないかと考えるわ

けでありますので、ぜひとも今後とも行政としても、ああいったも

のに支援の目を向けていただきたいと願うものであります。 

   続きまして、旧青山文庫の列車の閲覧室についてでありますが、

これはけさほど中村議員の質問にもございまして重複しますけれ

ども、私の調べた範囲でまたお伺いしたいと思いますが。 

   けさほど、中村議員に対しまして町長は、時間をかけながら、い

ろいろな意見を聞きたいという御答弁でございました。また中村議
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員は、今の時代に合わない、持って来る必要がないというような意

見を述べられましたが、いろんな意見を聞きたいという町長の御答

弁でございましたので、私の意見も聞いていただきたいということ

で、申し上げたいと思いますが。 

   旧の青山文庫の列車閲覧室は、昨年１月に、私ども議会また町長

も一緒にＪＲ多度津工場へ視察に参ったわけであります。あの列車

は、明治 39 年、当時の鉄道産業局新橋工場で製作されたもので、土

讃本線が初めて須崎―日下駅間で開業した大正 13 年ごろから同区

間で使用されていたものであります。 

   この明治のマッチ箱客車は、昭和４年ごろまで活躍していたそう

でありますが、昭和５年当時の輸送近代化によって解体されること

になったということであります。田中光顕の功績をたたえて、国鉄

が昭和８年に１つだけ残して佐川入りするになったというもので

あり、当時の川田文庫図書館の庭に置き、列車閲覧室として活用。

以来 30 年余りにわたって、町民はもとより、図書館を利用する人た

ちから親しまれていたということであります。 

その後に、昭和 43 年１月に、当時の青山文庫責任者であった中山

卯月館長が、老朽化がひどく文庫として存置は難しいので、国鉄側

へ無償で渡すから何らかの手を打ってほしいとの要望で国鉄に渡し

たという経緯がございます。 

その後昭和 47 年に、国鉄 100 周年を記念して、歴史的意義のある

車両を保存する計画の中で復元されたもので、日本の鉄道にとって

も、佐川町にとっても歴史的価値、また歴史的意義のあるものであ

ります。 

前町長とＪＲ側とでは、話が当時できており、土地の確保もでき

ておるわけでありますが、昨年１月に私どもが視察に行ったときも、

話ができると私どもは感じたものでありますが。 

その後、ＪＲとの、対して町長はお話をしたのか、またどのよう

なこれからの取り組みをされるのか、中村議員に対しての答弁もご

ざいましたけれども、私はぜひとも、この佐川の歴史的な価値のあ

る客車を佐川にとってくるべきじゃないかと考えるわけであります

が、再度お答えを願います。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。前榎並谷町長の思いがあって、議会

でも可決をいただいて土地を購入してるという経緯もございます。
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やはり、今までの流れをしっかりと酌み取った上で、佐川町として

観光施策をどうしていくかということを考えたいなというふうに

思います。 

   永田議員からも御質問いただきましたように、今、佐川町の観光

にとって一番大きな課題というのは駐車場だというふうに認識を

しております。 

広い駐車場も、広い土地も上町近辺にあるのだから、その土地の

購入も検討したらどうだというお話もありましたように、佐川の観

光全体でしっかりと見きわめてお金をかけるんならかけると。投資

をするなら投資をするという判断が、今は本当に大事なんだなぁと

いうふうに感じております。部分部分で、部分を最適化するように

考えるよりは、佐川町の観光全体をしっかり考えた上で、お金のか

け方をどうするのかっていうことをしっかり考えなさいと、今言わ

れているような気が、私は、しております。 

そういう意味で、新しく佐川の観光が始まって、観光協会が立ち

上がって、スタートして２年半ほどになります。もう少し時間をか

けて、５年６年たったときに、本当に、全体としてどのような整備

するのがいいかということを考えなければいけないと、そのように

感じております。 

その中で、客車のことに関しましても、観光としてのポテンシャ

ル、それ以外に、やはり佐川町民が町の財産ということで、懐かし

く思う心もあるかもしれません。どのような形で、受け入れるので

あれば受け入れたらいいのか、そのことも含めてトータルで考えた

いなというふうに思っております。 

今、来年度、集落活動センターも３カ所立ち上げます。保育所も

つくります。道の駅も、つくってほしいという要望も多くの住民の

方からありました。図書館の問題もあります。国保の運営のことに

関しても、大きな大きな問題があります。この佐川の財政を、財源

をどのように運用していくのか、無駄なく、いかに佐川町民の幸せ

につなげていくのか、このことを考えながら、観光においてもしっ

かりと見きわめをして判断をしていきたい。そのためにも、少し時

間をかけて、今、佐川町の観光は考えたほうがいいというふうに思

っております。 

例えば、京都や岡山県の倉敷のように、もう長い長い歴史があっ

て、今の観光っていうものがあるのであれば、その大きな長い歴史
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の中で、今判断しやすいということもあるでしょうが、佐川町はま

だ観光ということに関しては、歩き出したまだまだ子供の段階です

ので、少し時間をかけながら、成長できるようにしっかりと考えて

いきたいなぁというふうに思っておりますので、御理解をいただき

たいと思います。以上です。 

10 番（永田耕朗君）  

   今、町長が、今までの流れを酌み取ってという御答弁ございまし

たが、やはり、前町長とＪＲ側との取り決めもございますので、佐

川なればこそ、あの客車が借りられるのではないかと考えるわけで

あります。 

   昨年 1 月に視察に行ったときに、車内へ 1 歩足を踏み入れたとき

には、窓も洗面所も網棚の金具１つに至るまで、本当に文明開化の

明治時代の面影が随所に残っており、高知の鉄道発祥の地、須崎―

日下間で活躍し、また町民の知識を広げる場として 30 年余り佐川

で活用されたということでございますが、現存する明治の客車とし

て、鉄道ファンにとっても佐川町にとっても歴史的価値のある文化

遺産であると考えるわけであります。 

   旧青山文庫と列車閲覧室は一対のものであり、旧青山文庫の横に

展示ができたならば、佐川の宝となる、また観光資源の増大につな

がると、私は考えるものであります。ぜひとも、今後に向けて、方

策を検討していただきたいと思いますが、今朝ほど、あえて中村議

員を比較に申し上げますけれども、大きな費用が要るというような

発言がございましたけれども、割合、行って現物を見てみれば小さ

い、7 トン 300 ぐらいのものでございまして、普通の大型トラック

に積んで運べるという状況であろうと思いますので、せめて、あの

客車を佐川に運ぶには、運送費がどれくらいかかるか、それくらい

の見積もりはしてみたらどうか、それほど大した費用はかからない

と私は考えるわけでありますが、そういった取り組み、どのように

お考えなのか、答弁を願います。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   お答えをさせていただきます。昨年の６月ごろの見積もりになり

ますので、ちょっと今、単価も変わっておるかもわかりませんが。

高松市、浜松町、ＪＲ多度津工場から現地佐川町までの移設場所で

すね、旧青山文庫の横ですか、あそこへ持って来るときの見積もり

をいただいております。日本通運株式会社の四国重機建設支店とい
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うことで、この輸送保険料を含めて専門的なこういったものを運ぶ

業者に依頼をしまして見積もりをいただいております。 

その委託金額は、税込みでですね、519 万１千円という見積もりを

いただいております。そして、そこへ持って来て、司牡丹の通りを

通るということでありますが、それの支障物の移転の設置とかいう

のが 54 万ぐらいかかるという見積もりもただいております。移設に

かかる費用としまして、合計で、昨年の６月の段階で 573 万１千円

というような見積もりをいただいております。報告させていただき

ます。 

10 番（永田耕朗君） 

   519 万 1 千円プラス 54 万ということでございますが、それほど大

したものじゃないと考えるわけであります。上町に、歴史的風致維

持向上という計画のもとに、歴史的価値のある建物を将来に向けて

保存するというのがこの事業であると思いますけれども、このＪＲ

客車にしましても、佐川にとっては歴史的に価値のあるものではな

いかと考えるわけであります。 

   そういった点からすれば、ぜひとも佐川に取ってきて佐川に展示

するべき財産であろうと考えるわけであります。ぜひとも、こうい

ったものが佐川に来たなれば、また話題にもなり、鉄道マニアも観

光客として取り込めるのではないかと考えるわけでありまして、ぜ

ひともこの観光資源として、今、佐川に取り込むべきではないかと

考えるわけであります。 

   この運賃の 519 万が、これが高いかどうかわかりませんけれども、

今、観光協会の女性の事務局長でも 500 万以上の給与を出しておる

と思うわけでございまして、それから見れば、決してこの財産を取

得するのに 500 万 600 万の運賃が高いということは、私は感じない

わけでありますが、いかがでしょうか。 

チーム佐川推進課長（片岡雄司君） 

   お答えさせていただきます。570 万そこそこというお金が高いか

どうかというのを、なかなか私のほうが答えにくい部分もあります

が、町長の言われましたとおり、いろいろ財政面等も今年、来年度

と、いろいろ事業もめじろ押しとなっておりますので、そういった

意味ではちょっと時間を、町長がお答えしましたように少し時間を

かけていただきまして、関係者ともまた再協議をして進めてまいり

たいと思っております。以上です。 
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10 番（永田耕朗君） 

   なかなか課長の一存では難しいと思いますが。500 万 600 万が佐

川の財政を左右するということになれば、これは佐川は大変なこと

になりますので、今後とも、できる方策を探りながら、佐川町の未

来のために、また観光振興のために、ぜひとも前進をさせていただ

きたいと、この場を借りましてお願いをしておきたいと思います。 

   続きまして、街路灯の件でありますが、私も商工会の立場上、気

のついたことを申し上げたいと考えるわけであります。 

   現在の街路灯は、一番早い時期に立ったものが昭和 57 年に中本

町商店街に 20 基できたわけであります。その後、昭和 59 年に、東

町、東元町、西町、松崎商店街、そして昭和 60 年に冨士見町、昭和

61 年に柳瀬、九反田、平成２年に上郷商店街、平成４年に斗賀野商

店街、平成７年に黒岩商店街に合計 207 基が設置をされておるわけ

であります。 

   その中で、黒岩の街路灯が、町の所有権でありまして、そのほか

は商工会の所有ということになっておるわけでございますが、今、

維持管理、電気料の負担等は全て町内の事業所、事業者の方に負担

を願っておるわけであります。 

そこで、もう古いものは 32 年とかいうような経過をしておりまし

て、非常に危険な部分もあるわけであります。平成 18 年には、東元

町、東町商店街の１基で、アーム部分が落下をするという事故があ

ったために、古い街路灯の一部を補強しながら、現在は保険もかけ

ておる状態であります。 

現在の街路灯の上部は、アームの部分が鉄製で非常に重く、大型

地震等が発生すると、上部の落下、あるいは柱の倒壊によって道路

をふさぐ、災害時の救急車両の通行を害する恐れもあるわけであり

ます。町内の街路灯は、街路照明あるいは防犯の役割も兼ねた公共

性の高いものでありまして、地震発生時のライフラインの確保や、

安心・安全なまちづくりの面からも改修が急がれると考えておると

ころでございます。 

環境省は、自治体が商店街の街路灯にＬＥＤ照明を導入する際の

費用を支援する方針を固めたということでございまして、2016 年か

ら３年間の予定でその事業を推進するという情報を得ておるわけで

ございますが、南海トラフ大地震に備えて、街路灯の耐震化、ある

いはＬＥＤへの取りかえが必要ではないかと考えるわけであります
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が、その点、担当課といたしましての御答弁を願いたいと思います。 

産業建設課長（渡辺公平君） 

   街路灯につきましての御質問をいただきました。議員おっしゃる

とおり、一番古いので昭和 57 年の中本町でございます。新しいので

平成７年。古いものでも 30 年以上になっております。新しいもので

も 20 年が経過しております。 

   そのため、昨年度、国の補助事業を導入して街路灯の耐震化改修

工事、これに取り組んでいきたいというような予定でございました。

しかしながら、この事業の要綱上のことで、商工会のほうでは事業

をやらないというようなことがございまして、町として事業の導入

を、当時、断念せざるを得ない状況でございました。 

   ただいま永田議員のほうから話がありましたように、環境省では、

来年度から３年間、新たな事業化が計画されておると。街路灯のＬ

ＥＤ照明導入促進と、こういったものが事業化されると聞いており

ます。これの具体的なことはまだ、現在わからないわけですが、こ

の事業の詳細を調べ、再度また、商工会の皆さんと十分協議をさせ

ていただきながら、何とか、この対策に結びつけていきたいと思う

ております。どうぞよろしくお願いいたします。 

10 番（永田耕朗君） 

   今、課長が言われたとおり、平成 26 年に、私ども商工会として

も、この街路灯の改修ということで要望をお願いいたしておりまし

た。しかしながら、なかなか補助要綱が難しくて、私ども商工会も

断念せざるを得ないということでこの事業の取り下げをしておる

わけでございます。 

   平成 26 年 5 月の２日に取り下げておりますが、新しい事業は環

境省の事業で、自治体が行うことによって、ＬＥＤ化あるいはそう

いう改修ができるというようなことでございますが。まだ、はっき

りした要綱が見えておらないということでございますけれども、こ

れから３年間ということでございますので、ぜひともこの３年の間

に取り組みを願いたいと考えるわけでありますが。 

ちなみに今現在の維持管理費でございますが、大体１本当たりの

電気料が月 1,380 円ぐらい負担しております。そうすると、１年間

に１万６千円少々のものが一事業者に負担がかかっておるというこ

とでございますが、近年だんだん廃業等がございまして、電気を切

ってくれというような申し出もございまして、そうする中でも、な



 

225 

 

かなかどうしても電気を消すわけにはいかんということで、商工会

といたしましても、一事業者に２本負担していただくというような

御無理も願ったりして、何とか防犯の観点からも、できるだけ消灯

がないようにということで取り組んでおるわけでございます。 

年間に、今 340 万ぐらい、大体の試算でありますけれども、200 事

業所余りで 340 万ぐらいの電気料の負担をしておるという状況であ

りまして、佐川町全体で今まで累積しますと、８千万以上の電気代

を今まで各事業所が負担をしておるという状況であります。 

その中でまた、だんだんこの地域の経済も衰退をし、事業者も高

齢化というようなことで、大変厳しい経営状況の中で、どうしても

このスポンサーを取り下げたいというような事業者も多々出てきて

おるわけでございますが、なかなかこの新たなスポンサーを構える

というのも大変でございまして、金融団に何とか２本負担してくれ

んかと言いましても、なかなか本部のほうが理解を示さないという

ことでありまして、金融団にしても２本の負担というようなことは

無理な状態でありまして、ぜひともこのＬＥＤ化ということが、こ

れからの事業者の負担減ということで重要な課題となっておるわけ

であります。 

今、町内の街路灯はナトリウム灯を使っておりますので、これで

ＬＥＤになったときに、どれくらいの試算になるか、ちょっとまだ

電力のほうでも出ておりませんけれども、普通の蛍光灯をＬＥＤに

かえた場合に、大体電気料が６割程度に下がるろうというような四

国電力の試算も聞いたことがございますが。 

既に、隣町の越知町では、26 年度に、商店街まちづくり事業で、

街路灯のＬＥＤ化が完了したわけであります。これは全部補助金ま

た町の事業で 132 基、132 基で 1,800 万というような話を伺ってお

りますが。一部では、前任の吉岡町長の置き土産だろうというよう

な話もございますけれども。 

この 28 年度から始まる全国的な環境省の補助事業に、ぜひともこ

の佐川町の街路灯のＬＥＤ化、あるいは改修事業ものせていただき

たいと願うものでありますが、町長、ひとつ取り組みの心意気を御

答弁願いますかね。 

町長（堀見和道君） 

   お答えさせていただきます。隣の越知町、26 年度に全て耐震改修、

ＬＥＤ化をしてます。そもそも佐川町がその同じ事業をやります、
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と。経産省の補助金事業であるのを、私が説明会に行って聞いてき

まして、こんなのがあるよっていうことで進めようとしてまして、

じゃ越知もやろうかなぁということで、越知はやりましたけども、

佐川町は先ほど課長の答弁もありましたように、商工会さんのほう

でやらないということで、やらないということになりました。それ、

同じ事業になります。 

   そのときは、国、県、町で、その工事費は全て補助金で出ますと

いう内容のものだったというふうに思いますけども。そこで、一度

実行しなかった事業でもありますので、来年度以降どのようにして

いくかっていうことは、ちょっと慎重に考えていきたいなぁという

ふうに思います。 

   永田議員おっしゃるように、とても大切な部分だとは思いますの

で、しっかりと協議をさせていただいて検討したいというふうに思

います。以上です。 

10 番（永田耕朗君） 

   今、町長が言われた事業でありますが、実は、佐川もその事業を

要望しておりましたけれども、その当時に試算が６千万。佐川の街

路灯改修費用が６千万ということでありましたけれども、一番の問

題はその６千万を全額、一回一時立てかえをしなければならないと

いうことがネックになりました。なかなか商工会でその６千万を一

時的に、補助金が出るといっても立てかえるということは到底不可

能ということで取り下げに至ったわけでありますが。 

そのときは、なかなかその、まだ補助要綱ができてなかったかも

しれませんけれども、越知町は全額それを立てかえて、町が立てか

えてできたものではないかと考えるわけでありますが、佐川町の場

合は６千万を行政がなかなか立てかえていただけるという状況では

なかったというように推測いたしておりますが。なかなかその補助

金というのは要綱が難しい部分もあろうかと思いますが、ぜひとも

佐川の今の商店街の街路灯の現状を認識いただいて、何とか取り組

んでいただきたいと願うものであります。 

   ぜひとも、この３年のうちに改修をしなければ、もし、大きな災

害、あした来るかもわからん、いつ来るかもわからんですけれども、

この災害が来た時には、今の街路灯は大変、道路に障害物になりゃ

あせんかと危惧しておるわけであります。非常に上部が大きい、重

量があるということで、ああいったもんが落下した場合には、本当
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に道路は、車は通行できなくなるんじゃないかということで、ぜひ

ともそういった取り組みを、急いでお願いをしておきたいと思いま

す。 

   続きまして、５つ目でありますが、小規模企業振興基本法という

ことについてでありますが、平成 26 年６月の第 186 国会において、

小規模企業振興基本法が成立をしたわけであります。小規模事業者

は、地域の経済や雇用を支える極めて重要な存在であり、その活力

を最大限に発揮させることが重要不可欠であります。 

   しかしながら、小規模事業者は、人口減少、高齢化、地域経済の

低迷といった構造変化に直面しており、売り上げや事業者数の減少、

経営層の高齢化等の課題を抱えております。商店街は、地域コミュ

ニティの担い手であり、地域の住民が安心・安全に生活できる環境

の維持に大きく貢献をしております。この小規模事業者とは、おお

むね、常時使用する従業員の数が５人以下の事業者をいうというこ

とでありますが、佐川町におきましても、400 以上の小規模事業所

がありますが、後継者不足による廃業など、地域の担い手の減少が

大きな課題となっております。 

   新たな後継者の発掘や育成する取り組みが必要であろうと考え

ます。小規模企業振興に関する条例とか施策の策定等、どのような

取り組みをされておるのか、お聞かせを願いたいと思います。 

産業建設課長（渡辺公平君） 

   お答えいたします。小規模企業振興基本法、御質問のとおり平成

26 年６月に施行しております。そして国は、この基本法に基づいて、

小規模企業の振興を図るために小規模企業振興基本計画というも

のも定められております。 

   今後、この基本計画に基づく個々の事業が実施されます。町とし

ましても大いに活用して、この基本計画が目標とする４つの目標が

ございます。顔の見える信頼関係をより積極的に活用した需要の創

造、掘り起こし。また多様な人材、新たな人材の活用による事業の

展開、創出。さらに、地域のブランド化、にぎわいの創出。さらに

事業者の課題をみずからの課題と捉えたきめ細やかな対応。これら

４つが基本目標と定められております。 

   このことが確実に実現できていれば、できていけば、佐川町とし

てすばらしい笑顔あふれる元気な町になると思います。 

   来年度には、商工会の皆さんと連携させていただき、商工業の現
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状、将来への思いなどをお聞きするアンケート調査を実施すること

としております。そして商店街、商工業者の活性化計画を作成し、

先ほどの計画の実現のために、国の小規模企業振興基本計画に基づ

く事業や県の事業を導入していければというふうに思うておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

10 番（永田耕朗君） 

   来年度にアンケート調査に入るということでありますが、まだ、

施行後間がないわけでありまして、全国的に見ても条例制定とか策

定というところは割合に少ないわけでございますが。 

この基本法の基本原則の中に、小規模企業の振興に当たっては、

小規模業者がその経営資源を有効に活用し、その活力の向上が図ら

れ、その円滑かつ着実な事業の運営が確保されるように考慮されな

ければならないとありますが、ここで、地方公共団体の責務という

ものが第 7 条にありまして、地方公共団体は基本原則にのっとり、

小規模企業の振興に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その

地方公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた施策を策

定し、及び実施する責務を有すると書いてあります。 

地方公共団体は、小規模企業が地域経済の活性化並びに地域住民

の生活の向上及び交流の促進に資する事業活動を通じ、自立的で個

性豊かな地域社会の形成に貢献していることについて、地域住民の

理解を深めるように努めなければならないということが示されてお

るわけでありますが、近隣の町村では既に条例制定を検討開始をし

ておるところがございます。 

それは、越知町、四万十町というところが条例制定に向けて検討

を始めておるということでございますが、来年度、商工業者とのア

ンケート調査という予定のようでございますが、佐川町においても、

基本計画策定の折は、小規模企業者及び商工会の意見を反映させる

ために必要な措置をぜひとも担当課としても講じていただきますよ

うにお願いをいたすところであります。 

これからであろうと、まだ基本法ができて 1 年半ですかね。２年

弱ですのでまだ全国的にはこれからの取り組みというところであろ

うと思いますけれども、ぜひとも地域の商工業者、小規模事業者の

実情に応じた行政施策の策定ということに取り組んでいただきたい

と思います。 

要望いたしまして、これで通告の全てが終了いたしましたが、だ
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んだん御挨拶がございまして、渡辺課長に対しての言葉が、皆、前

段でございましたので、言葉を探さなければなりませんけれども。

一般質問の答弁は、この私で、渡辺課長、最終ではないかと思いま

すが。まだ質疑にあるかもしれませんけれども。この３月の末をも

って定年を迎えられるということで、本当に長い間御苦労でござい

ました。役場の職員また職員幹部として、大変御苦労でございまし

た。 

特にまた、病院の不正経理問題の後の事務処理というようなこと

で、病院事務局長ということで４年間、病院の信頼回復あるいはま

た経営の立て直しということで手腕を振るわれた、佐川町の行政に

大きな足跡を残されたと敬意を表するものでございますが、今後に

おきましてもまた若い職員たちの御指導をいただき、また新しい職

場での一層の活躍を御期待申し上げまして、渡辺課長の労をねぎら

いたいと思います。どうも御苦労でございました。 

以上で、私の質問を終わります。 

議長（藤原健祐君） 

   以上で、10 番、永田耕朗君の一般質問を終わります。 

   これで、今定例会に通告がありました全ての一般質問を終了しま

す。 

   本日の会議は、これをもちまして終わります。 

   次の開会を、11 日の午前９時とします。 

   本日は、これをもって散会します。 

 

 

   散会  午後３時 30 分 
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